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ごあいさつ 
 

 

 

 

 

                                         第 60 回大気環境学会年会 

                                            年会長 伊豆田 猛 

(東京農工大学 農学部 環境資源科学科 教授) 

 

2019 年 9 月 18 日（水）～20 日（金）に、第 60 回大気環境学会年会を東京農工大学府中キャン     

パス(東京都府中市)で開催させていただきます。何卒よろしくお願い申し上げます。 

 大気環境学会は、昭和 34 年 12 月に設立された大気汚染研究協議会を母体とし、以来 60 年の長き

にわたって日本の大気環境研究をリードしてまいりました。今回の大気環境学会年会は 60 周年記念

年会でございますので、会員が一堂に会し、60 周年を記念し、日頃の研究成果を発表するとともに、

大気環境研究に関する最新の情報を交換・発信する場にしたいと考えております。60 周年記念年会で

は、例年通りの研究発表・ポスター発表・分科会・特別集会・環境機器展などが予定されております

が、さらに国際交流シンポジウムや 60 周年記念シンポジウムなど、盛り沢山の内容で開催される    

予定です。 

 60 周年記念年会の会場は、2019 年に創基 145 周年を迎えた東京農工大学の府中キャンパスです。

開催にあたっては、大気環境学会関東支部の皆様をはじめ、全国の会員の皆様から絶大なるご支援を

頂いております。東京農工大学の府中キャンパスは、東京都の中央部に位置し、都心からの交通     

アクセスに優れていることから、学会員をはじめ、産業界や官界からのご参加によって、活気ある   

60 周年記念年会になることを期待しております。 

 府中の市名は大化の改新(645 年)に伴って武蔵国の国府が置かれたことに由来しており、懇親会の

会場である大國魂神社は 1900 年もの歴史を有しております。歴史ある府中では、馬場大門のケヤキ

並木(天然記念物)や東京農工大学府中キャンパスのケヤキ並木が私たちと共に皆様の年会への    

ご参加を心からお待ちしております。何卒よろしくお願い申し上げます。 
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第 60 回大気環境学会年会 

 

 

主   催  公益社団法人 大気環境学会 

後   援  環境省、日本学術会議、全国知事会、全国市長会、東京都、府中市 

協   賛  (公財)日本環境協会、(一社)産業環境管理協会 

会   期  2019 年 9 月 18 日(水)～20 日(金) 

会   場  東京農工大学 府中キャンパス (〒183-8509 東京都府中市幸町 3-5-8) 

年会事務局  東京農工大学 第 60 回大気環境学会年会事務局 

学 会 長  大原 利眞 (国立環境研究所) 

年 会 長  伊豆田 猛 (東京農工大学) 

実行委員長  松田 和秀 (東京農工大学) 

事 務 局 長  中井 里史 (横浜国立大学) 

 

 

プログラム概要 

日程 午前 午後 夕方 

9 月 18 日 (水) 
一般研究発表(口頭)、 

特別集会 

ポスター発表、 

日中韓国際交流シンポジウム 
分科会 

9 月 19 日 (木) 
一般研究発表(口頭)、 

特別集会 

総会、受賞記念講演、 

60 周年記念シンポジウム 
懇親会 

9 月 20 日 (金) 
一般研究発表(口頭)、 

特別集会 
市民集会  

 

＊期間中は全日、環境機器展を開催します。様々な最新機器が展示されますので情報収集などの機

会としてご参加下さい。 

 また、これに関連する技術セミナーを「18 日 12:00～13:00」および「19 日 11:30～12:15」に開

催します。セミナー参加者用に数量限定で弁当・飲み物を用意します。 
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大気環境学会行事 

開催日 行事名 開催時間 会場 

9 月 17 日 (火) 

 支部長会 14:00～15:30 本館第二会議室 

 第 2 回理事会 16:00～17:00 本館第二会議室 

 役員懇親会 17:30～20:00 武蔵野荘ラウンジ 

9 月 18 日 (水) 

 国際交流委員会 12:00～12:30 本館第三会議室 

 AJAE 委員会 12:30～13:15 本館第三会議室 

 分科会代表者連絡会 13:00～14:00 本館第四会議室 

 広報委員会 14:00～15:00 本館第三会議室 

 倫理委員会 14:00～15:00 本館第四会議室 

9 月 19 日 (木) 

 総会 12:30～14:45 本館講堂 

 懇親会 19:00～21:00 大國魂神社 

9 月 20 日 (金)  編集委員会 12:30～13:30 本館第二会議室 
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年会参加者へのご案内 

１．年会当日の受付 

場所：9月18日、19日は第1講義棟1階ロビー 

9月20日は大会本部 

日時：9月18日（水）8:30～17:00 

9月19日（木）8:30～17:00 

9月20日（金）8:30～15:00 

 

（１）事前参加登録済みの方 

「事前申込受付」にてご自分の参加証（領収書付）をお受け取りください。総会を欠席される方は、

総会委任状をご提出ください。事務局が用意する書式と異なる領収証が必要な方は、「問合せ・領収

書受付」へお越しください。 

 

（２）当日参加申込の方 

記帳台にある「年会参加登録カード」に必要事項をご記入の上、参加費とともに「当日参加受付」

にご提出ください。参加証、プログラム集、領収書をお渡しします。お支払いは現金でお願いします       

（クレジットカード不可）。 

年会参加費は以下の通りです。 

・正会員、賛助会員、法人会員B：10,000円 

・学生会員：5,000円 

・法人会員A、非会員：12,000円 

なお、会員価格での参加は、賛助会員は5名まで、法人会員B は3名までです。それ以上の方が参加

される場合は非会員扱いとなりますので、ご了承ください。 

懇親会への参加は9月19日（木）15時まで受け付けますので、総合受付にてお申込みください（9．

懇親会を参照）。 

 

（３）参加証の着用について 

年会会場へ入場する際は、必ず参加証をご着用ください。参加証のない方の入場はお断りすること

があります。 

 

２．プログラム集・講演要旨集 

プログラム集（冊子体）は当日配布します。参加登録者には年会ホームページから講演要旨集の  

PDFファイルを閲覧、ダウンロードできるようにします。当日の参加申込者につきましては受付時に

プログラム集をお渡しするとともに講演要旨集のPDFへのアクセスするID・パスワードをお伝えいた

します。また、プログラム集と講演要旨集のPDFへのアクセスID・パスワードを追加購入したい方には

受付にて5,000円で販売いたします。 
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３．一般研究発表（口頭発表）について 

（１）発表方法 

各会場入口に用意している発表者リストに○印をお付けください。発表時間は、一般研究発表では

講演11分・質疑応答3分（計14分）です。発表にはPCを使用していただきますが、音声の出力はできま

せん。 

 

（２）データの持ち込み方法 

口頭発表の演者は、発表当日の9:00より前に発表用ファイルを発表会場にあるPCのご自身のフォル

ダにコピーしてください。USB メモリとCD-ROM が使用可能です。Mac使用の場合はWindows データに

変換するか、本体の持込をお願いします。接続ケーブルはアナログのRGBケーブル(D–sub15pin)です。 

発表時間は連続しているため、途中でファイルをコピーする時間はありません。発表の際は演者 

ご自身でPC操作を行ってください。円滑な進行のため、PC 接続等のトラブルによる発表時間の延長

はいたしませんのでご注意ください。 

事務局で用意したPCにコピーした発表データは、学会終了後に事務局で責任を持って消去いたしま

す。 

 

発表に使用するPCについては以下のとおりです。 

（ア）会場設置のPC を使用する場合 

・OS：Windows 10 

・使用ソフト：Microsoft PowerPoint（2016） 

・データコピー：USBメモリ、CD-ROMが使用可能 

・発表ファイルをPCへコピーした後、動作をご確認ください。 

 

（イ）ご自身のPC 本体を持参する場合 

・Windows、Macのいずれも使用可能です。 

・D–sub15pinケーブルへの接続可能な状態で持参ください。変換コネクタが必要な場合はご自身で 

ご持参ください。また、電源接続コードも必ず持参ください。 

・必ず事前の接続確認をお願いします。 

・発表時間となりましたら、演台上に置かれているD-sub ケーブルをご自身のPC につないでご使用

ください。 

 

（３）座長の方へ 

受け持ちの研究発表の開始20分前までに会場入口に用意している座長リストに○印をお付けいた

だき、10分前までに「次座長席」にご着席ください。 

発表時間は、一般研究発表では講演11分・質疑応答3分（計14分）です。進行の一切は座長にお任せ

いたします。しかし、発表の取り消しがあっても次の講演を繰り上げることなく、プログラムどおり

の講演発表時刻での進行をお願いします。また、やむを得ない場合を除き、各発表者の持ち時間内で

処理してください。 
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４．ポスター発表 

（１）ポスターの作成要領 

ポスター会場のパネルサイズは、縦210cm、横90cmです。このサイズを

超えないように作成してください。また、パネル上部左側に演題番号

（20cm×20cm）を掲示しております。 

 

（２）ポスターの掲示 

ポスター会場は総合屋内運動場の武道場です。ポスターセッション

は、9月18日（水）13:00～16:00に行います。ポスター番号が奇数の方は

13:00～14:30、偶数の方は14:30～16:00にポスターの前に立ち、参加者

の質疑に対応してください。ポスター発表の受付はございません。  

プログラムでポスター番号をご確認の上、指定された番号のパネルに

13:00までに掲示してください。画鋲等は会場に用意します。 

 

（３）ポスターの掲載期間 

年会期間中ポスターを掲示することができます。ただし9月20日（金）の12時までにポスターを撤去

してください。それ以降に掲示されているポスターは事務局で撤去し、処分いたします。 

 

５．特別集会・分科会 

特別集会および分科会でも各会場に設置しているPCをお使いください。PC の詳細については「３．

一般研究発表（口頭発表）」をご覧ください。 

 

６．講演番号について 

講演番号は以下のような書式で構成されます。 

① 一般研究発表：「1E1030」等の番号で表し、 

・最初の数字が講演日（1：9月18日（水）、2：9月19日（木）、3：9月20日（金）） 

・次のアルファベットが会場名 

・最後の4 桁の数字は講演開始時間 

をそれぞれ表します。例えば「1E1030」は、1日目（9月18日（水））、E会場で10:30からの講演です。 

② ポスター発表：「P-23」等の番号で表され、発表の際のパネルに掲示された番号に対応します。 

詳細は「４．ポスター発表」をご覧ください。 

③ 特別集会・分科会：「3D0900–1」等の番号で表し、 

・最初の数字が講演日（1：9月18日（水）、2：9月19日（木）、3：9月20日（金）） 

・次のアルファベットが会場名 

・それに続く4桁の数字は特別集会・分科会の開始時間、－（ハイフン）以降の数字はその集会内の 

講演順をそれぞれ表します。例えば「3B0900–3」は、3日目（9月20日（金））、B会場で9:00からの特

別集会・分科会で3番目の講演です。 
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７．優れたポスター発表に対する表彰 

本年会では、ポスター発表において、若手研究者と学生を対象に優れた発表を表彰します。選考は

選考委員が行い、研究の理解度、表現のわかり易さ、発表姿勢、質疑応答、今後の発展可能性などの

観点から審査を行います。受賞者は総会において発表し、懇親会にて賞状の授与を行います。受賞者

は懇親会へご招待しますので、懇親会会場受付でお申し出ください。 

 

８．環境機器展・技術セミナー 

環境機器展を2号館 展示スペース, 多目的教室, 22教室で開催します。展示時間は9月18日（水）

～9月20日（金）の9:00～17:00（最終日は15：00まで）です。機器展会場には休憩スペースと無料ド

リンクコーナーを用意しています。また、各機器展を巡ってスタンプを集めると景品がもらえるスタ

ンプラリーを開催します。 

9月18日（水）12:00～13:00 および19日（木）11:30～12:45 に第2講義棟11教室、12教室（D，G会

場）にて出展企業による技術セミナーを開催します。両日とも各室先着40名（40名×2会場）までお弁

当と飲料をご用意しています。多数のご参加をお待ちしております。 

 

９．懇親会 

日時 9月19日（木）19:00～21:00 

会場 大國魂神社（おおくにたまじんじゃ）  

   〒183-0023 東京都府中市宮町3-1 (TEL: 042-362-2130) 

会費 当日料金 会員・非会員 12,000円、学生 6,000円 

年会総合受付にて、当日15時まで参加の申込みを受け付けます。会員同士の交流を深めるのに  

とても良い機会ですので、奮ってご参加ください。学生の参加も歓迎します。 

 

１０．その他 

(1) プログラム集は紙の封筒に入れて渡します。手提げ袋は準備しておりませんので、各自のカバン

等をご利用ください。 

(2) 会場に年会参加者用の駐車場はありませんので、公共の交通機関をご利用ください。 

(3) 敷地内および周辺道路は全面禁煙です。 

(4) 発表会場内にて携帯電話での通話はご遠慮ください。 

(5) ゴミは所定のゴミ箱に分別に従って廃棄してください。 

(6) 会場内での呼び出しは行いません。 

(7) 昼食はキャンパス内の食堂（キャンパスマップ参照）をご利用ください。 

(8) 会場内に一般向けの無線 LAN の設定はありません。 
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◆会場アクセス 

＜年会会場＞ 

東京農工大学府中キャンパス 

〒183-8509 東京都府中市幸町 3-5-8 

 

経路 

・JR 中央線「国分寺駅」下車、南口 2 番乗場から「府中駅行バス(明星学苑経由) 」約 10 分  

「晴見町」バス停下車 

・京王線「府中駅」下車、北口バスターミナル 3 番乗場から「国分寺駅南口行バス(明星学苑  

経由)」約 7 分「晴見町」バス停下車 

・JR 武蔵野線「北府中駅」下車、徒歩約 12 分 

 

＜懇親会会場＞ 

大國魂神社（おおくにたまじんじゃ） 

〒183-0023 東京都府中市宮町 3-1 (TEL: 042-362-2130) 

 

 

 



- 9 - 

 

◆会場案内 

キャンパスマップ 

 
 

 

 

 

 

 

第 1 講義棟 1 階 
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2 号館 1階 

 
 

2 号館 2 階 

 
 

 

第 2 講義棟 
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本館 1階                   本館 2階 

 

  



- 12 - 

 

会場一覧 

 

 
 
 

  

会場 建物 階 部屋番号 発表など 

A 会場 2 号館 1 階  2-11 教室 口頭発表、分科会、市民集会(公開) 

B 会場 2 号館 2 階  2-21 教室 特別集会 1～3、分科会 

C 会場 2 号館 2 階  2-23 教室 口頭発表、 

日中韓国際交流シンポジウム、 

日中韓会合、特別集会 4 

D 会場 第 2 講義棟 1 階  2 講-11 教室 口頭発表、分科会、技術セミナー 

E 会場 第 2 講義棟 1 階  2 講-12 教室 口頭発表、分科会 

F 会場 第 2 講義棟 2 階  2 講-21 教室 口頭発表、分科会 

G 会場 第 2 講義棟 2 階  2 講-22 教室 口頭発表、分科会、技術セミナー 

H 会場 第 2 講義棟 3 階  2 講-31 教室 口頭発表、分科会 

I 会場 第 2 講義棟 4 階  2 講-41 教室 分科会 

J 会場 第 2 講義棟 4 階  2 講-42 教室 分科会 

K 会場 本館 1 階  講堂 総会、受賞記念講演、 

60 周年記念シンポジウム 

P 会場 総合屋内 

運動場 

1 階  武道場 ポスター発表 

T 会場 2 号館 1, 2 階 1 階 展示スペース、 

多目的教室、 

2 階 22 教室 

環境機器展、休憩スペース 

ドリンクコーナー 

クローク L 第 1 講義棟 1 階  1 講-12 教室 クローク 

総合受付 M 第 1 講義棟 1 階  ロビー 総合受付(9 月 18, 19 日のみ、 

20 日は年会本部で行います) 

年会本部 N 第 1 講義棟 1 階  1 講-16 教室 年会事務局、 

総合受付(9 月 20 日のみ) 
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第 60 回大気環境学会年会 会場別日程表 
 

※表中の上段の氏名は座長を、下段の氏名は演者を表しています。 

 

9 月 18 日（水）午前 

 
 
  

00 15 30 45 00 15 30 45 00 15 30 45

会

場
発表部門

A
粒子状物質２

（現象解明・

事例解析）

張 代洲 小松 宏昭 日下部 正和

中込

和徳

9:00 10:00 11:00部屋番号

（収容人数）

B 特別集会 特別集会1 「大気エアロゾル研究における有機成分分析を活用した研究展開」

2号館

11教室

（164）

2号館

21教室

（164）

小松

宏昭

村嶋

暁子

日下部

正和

長谷川

就一

長谷川

就一

長谷川

就一

速水

洋

飯田

章太

嶋寺

光

板橋

秀一

岡山

紳一郎

山本

真依

山田

大介

張

代洲

鵜野

伊津志

衞藤

信之介

D
光化学オキシ

ダント／VOC

松本 淳 早崎 将光 野口 美由貴

山脇

拓実

國分

優孝

2号館

23教室

（84）

第2講義棟

11教室

（63）

市川

陽一

長田

和雄

楊

露

Xuan

Zhang

加藤

俊吾

Quanyu

Zhou

C
環境動態

都市・地域

加藤 俊吾 嶋寺 光 長田 和雄

小田

拓未

今村

直広

河野

なつ美

早崎

将光

米持

真一

黎

珈汝

伊藤

晃佳

張

溢彬

松本

淳

野口

美由貴

田中

伸幸

高橋

慶

南

光太郎

反町

篤行

反町

篤行

忽那

周三

福崎

紀夫

太田

丹理

F
粒子状物質１

（分析・

測定手法）

中坪 良平 久恒 邦裕 佐藤 啓市

久恒

邦裕

松見

豊

高橋

克行

佐藤

啓市

橋本

優希

石割

隼人

森川

敦史

中島

寛則

佐々木

寛介

中坪

良平

E
輸送・拡散

／沈着

忽那 周三 近藤 裕昭 反町 篤行

近藤

裕昭

笠原

健太

井上

椋太

市瀬

孝道

定金

香里

古山

昭子

村木

直美

小川

毅彦

吉田

成一

中村

真由子

宮川

拓真

G
動物影響・

毒性評価

吉田 成一 田中 昭代

田中

昭代

藤谷

雄二

梶野

瑞王

植物影響

山口 真弘 青野 光子 三輪 誠

松本

美佐子

佐治

光

三輪

誠

望月

智貴

和田

龍一

P 武道場
ポスター

会場
（13:00までにポスター掲示）

T
2号館 展示ス

ペース, 多目的

教室, 22教室

機器展 9:00-17:00　環境機器展

N
第1講義棟

16教室
本部 8:30-17:00　年会本部

L クローク 8:30-17:00　クローク

M
第1講義棟

ロビー
総合受付 8:30-17:00　総合受付

第1講義棟

12教室

K 本館講堂

第2講義棟

12教室

（63）

第2講義棟

21教室

（72）

第2講義棟

22教室

（72）

第2講義棟

31教室

（72）

第2講義棟

41教室

（39）

第2講義棟

42教室

（72）

玉置

雅紀

I

J

則定

優成

ZHU

Benhui

黄瀬

佳之

山口

真弘

山口

真弘

青野

光子

H
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9 月 18 日（水）午後 

 
  

17:00 18:00　　　　　　19:00
00 30 00

日中韓会合

A

B

2号館

11教室

（164）

2号館

21教室

（164）

会

場 00
部屋番号

（収容人数）
発表部門

分科会

分科会

14:00 16:00

G 分科会

H

第2講義棟

22教室

（72）

E

F

第2講義棟

12教室

（63）

第2講義棟

21教室

（72）

C

D 分科会

2号館

23教室

（84）

第2講義棟

11教室

（63）

第2講義棟

31教室

（72）

シンポジウム

分科会

分科会

N
第1講義棟

16教室
本部

T 展示会

L
第1講義棟

12教室
クローク

M
第1講義棟

ロビー
総合受付

P
ポスター

会場

I

J

分科会

14:30-16:00
ポスター

セッション2

9:00-17:00　環境機器展

13:00-14:30
ポスター

セッション1

K

00 3015

第2講義棟

41教室

（39）

第2講義棟

42教室

（72）

武道場

2号館 展示スペー

ス, 多目的教室,

22教室

分科会

分科会

10

都市大気エアロゾル分科会

（PM2.5 の10 年を振り返る ―これからの

エアロゾルと大気環境のために―）

酸性雨分科会

（酸性雨調査研究を振り返り、

今後の展望を考える）

健康影響分科会

（新紀年の健康影響問題：

大気中浮遊粒子状物質に着目して）

技術

セミナー１

技術

セミナー２

15:00

広報委員会

倫理委員会

AJAE

委員会

13:0012:00

国際

交流

委員会

日中韓国際交流シンポジウム
「For a better understanding of

air pollution in East Asia」

本館講堂

8:30-17:00　クローク

8:30-17:00　総合受付

8:30-17:00　年会本部

分科会

代表者

連絡会

各種会議

各種会議
本館

第四会議室

本館

第三会議室

放射性物質動態分科会

（福島県内における大気中

放射性物質濃度の現状）

大気環境モデリング分科会

（J-STREAM で分かったこと分からなかったこと）

自動車環境分科会

（移動発生源データにおけるMisread の罠）

植物分科会

（大気環境の変化が水田生態系に与える

影響に関する最近の話題）

室内環境分科会

（室内環境の新しいみかた～特殊空間における

空気質とセンシング～）

臭気環境分科会

（最近の悪臭防止行政の動向と畜産農業・堆肥化

施設の悪臭対策～環境省の事例集を中心に～）
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9 月 19 日（木）午前 

 
 
 
 
 
  

00 15 30 45 00 15 30 45 00 15 30 40

J
第2講義棟

42教室

（72）

H
第2講義棟

31教室

（72）

第1講義棟

12教室

第1講義棟

ロビー

第1講義棟

16教室

9:00 10:00部屋番号

（収容人数）

2号館

11教室

（164）

2号館

21教室

（164）

2号館

23教室

（84）

第2講義棟

11教室

（63）

第2講義棟

12教室

（63）
板橋

秀一

窪田

桃子

馬

驍

梅津

貴史

Oanh

Pham

星

純也

武田

麻由子

池盛

文数

大塚

英幸

M 総合受付 8:30-17:00　総合受付

N 本部 8:30-17:00　年会本部

T 機器展

I
第2講義棟

41教室

（39）

9:00-17:00　環境機器展

L クローク 8:30-18:20　クローク

2号館展示スペー

ス, 多目的教室,

23教室

K

P
ポスター

会場
（ポスター掲示可）

本館講堂

武道場

11:30 - 12:15

技術セミナー４
丹羽

忍

芥川

智子

近藤

美則

佐藤

厚

長田

和雄

箕浦

宏明

中嶋

吉弘

秦

寛夫

陸田

雅彦

G
固定発生源

／移動発生源

箕浦 宏明 近藤 美則

第2講義棟

21教室

（72）

第2講義棟

22教室

（72）

横山

新紀

齋野

広祥

田中

茂

藍川

昌秀

野口

泉

佐瀨

裕之

山本

勝彦

F 酸性雨

藍川 昌秀 横山 新紀

横山

新紀

E
数値解析・

モデリング

板橋 秀一 井上 和也

井上

和也

新谷

創磨

茶谷

聡

茶谷

聡

伊藤

彰記

須合

俊貴

B 特別集会
特別集会2

「光化学オキシダント・PM2.5低減のための大気質モニタリング」

D
疫学

／リスク評価

堺 温哉 上田 佳代
11:30 - 12:15

技術セミナー３
荒木

真

宇野

映介

上田

佳代

山下

研

堺

温哉

大山

正幸

三山

豪士

島

正之

C
室内環境

／沿道環境

板野 泰之 本多 将俊

本多

将俊

Nguyen

Nhu

篠原

直秀

奥田

知明

依田

隆志

吉川

正晃

北田

敏廣

田中

秀和

板野

泰之

会
場

発表部門

A
粒子状物質２

（現象解明・

事例解析）

池盛 文数 星 純也

伊藤

憲男

兼保

直樹

竹中

規訓

松本

潔

11:00
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9 月 19 日（木）午後 

 
 
 
 
  

12:30 14:50 15:00 19:00 21:00
00 20

I
第2講義棟

41教室

（39）

懇親会

（ポスター掲示可）

J
第2講義棟

42教室

（72）

T

H
第2講義棟

31教室

（72）

G
第2講義棟

22教室

（72）

E
第2講義棟

12教室

（63）

F

D
第2講義棟

11教室

（63）

A
2号館

11教室

（164）

第2講義棟

21教室

（72）

8:30-17:00　総合受付

2号館 展示スペー

ス, 多目的教室,

22教室

展示会 9:00-17:00　環境機器展

L
第1講義棟

12教室
クローク 8:30-18:20　クローク

8:30-17:00　年会本部

M
第1講義棟

ロビー
総合受付

N
第1講義棟

16教室
本部

O 大國魂神社 懇親会

P 武道場
ポスター

会場

K 本館講堂
総会／

シンポジウム
総会・受賞記念講演

60周年記念シンポジウム
「気候変動に伴う

大気環境変化とその影響」

会

場
部屋番号

（収容人数）
発表部門

18:00

B
2号館

21教室

（164）

C
2号館

23教室

（84）
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9 月 20 日（金）午前 

 
 
 
 
  

00 15 30 45 00 15 30 45 00 15 30 45

河本

公威

浅川

大地

早川

和一

Lulu

Zhang

黃

辰

村上

周平

渡邊

明

鶴田

治雄

I
第2講義棟

41教室

（39）

J
第2講義棟

42教室

（72）

天谷

和夫

G
第2講義棟

22教室

（72）

H
第2講義棟

31教室

（72）

2号館展示スペー

ス, 多目的教室,

23教室

第1講義棟
12教室

機器展 9:00-15:00　環境機器展

武道場

有害化学物質

／その他

飯島 明宏 浅川 大地 鶴田 治雄

天谷

和夫

天谷

和夫

第2講義棟

21教室

（72）

F

K 本館講堂

第1講義棟

ロビー

第1講義棟
16教室

9:00 10:00

N
本部

/総合受付
8:30-15:00　年会本部・総合受付

部屋番号

（収容人数）

2号館

11教室

（164）

2号館

21教室

（164）

2号館

23教室

（84）

第2講義棟

11教室

（63）

第2講義棟

12教室

（63）

L クローク 8:30-15:00　クローク

M

P
ポスター

会場
（12:00までにポスター撤去）

T

齊藤

勝美

E 移動発生源

宮川 拓真

竹川

暢之

村島

淑子

三澤

健太郎

伏見

暁洋

C 特別集会
特別集会4

「エアロゾルとHOx ラジカルの相互作用とその生体影響の可能性」

D
酸性雨

／排出インベン

トリ

茶谷 聡 猪股 弥生

茶谷

聡

原

政之

原

宏

原

宏

猪股

弥生

高橋

雅昭

黒川

純一

笛木

章亘

B 特別集会
特別集会3

「気候変動に伴う大気環境変化と自治体の対応について」

森川

多津子

吉村

有史

大河内

博

今野

創太

関口

和彦

黒土

優太

会

場
発表部門

A
粒子状物質２

（現象解明・

事例解析）

関口 和彦 大河内 博

小松

宏昭

山村

由貴

熊谷

貴美代

三小田

憲史

11:00
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9 月 20 日（金）午後 

 
 
 
 
 
 
  

16:00 17:00
00 40

P 武道場

I
第2講義棟

41教室

（39）

J
第2講義棟

42教室

（72）

第2講義棟

31教室

（72）

K 本館講堂

8:30-15:00　年会本部・総合受付

8:30-15:00　クローク

N
第1講義棟

16教室
本部

/総合受付

2号館

11教室

（164）

部屋番号

（収容人数）

M
第1講義棟

ロビー

第1講義棟
12教室

B
2号館

21教室

（164）

C
2号館

23教室

（84）

D

9:00-15:00　環境機器展

第2講義棟

11教室

（63）

E
第2講義棟

12教室

（63）

F
第2講義棟

21教室

（72）

G
第2講義棟

22教室

（72）

H

L クローク

T
2号館 展示スペー

ス, 多目的教室,

22教室

機器展

A 市民集会

15:00

市民集会（公開）
 企画運営委員会・産官学民連絡協議会合同企画セミナー
 「大気環境データの国民への即時提供－観測と予測－」

13:00会

場
発表部門
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総会・受賞講演 
 
 
令和元年度大気環境学会総会 
 
日 時 ： 令和元年 9 月 19 日（木） 12：30～14：50 
会 場 ： K 会場（本館講堂） 
 
 
１．年会総会 

 
(1) 大気環境学会年会長挨拶 
(2) 大気環境学会賞及び論文賞の表彰 
(3) 学生・若手研究者ポスター賞の発表 
(4) 学術賞（斎藤潔賞）受賞記念講演 

座長：近藤 明（大阪大学） 
 

 1. 二次大気汚染物質のモニタリングとモデリング 
速水 洋（電力中央研究所） 

 
 2. フィールドに軸足を置いた微小エアロゾル観測と光触媒作用の応用研究 

米持真一（埼玉県環境科学国際センター） 
 
２．定時総会 

 
(1) 大気環境学会会長挨拶 
(2) 来賓祝辞 
(3) 議長選出 
(4) 議事 

① 平成 30 年度事業報告，収支決算報告及び監査報告 
② 令和元年度事業計画及び収支予算報告 
③ 第 61 回及び第 62 回大気環境学会年会開催地 
④ 名誉会員の推戴 
⑤ その他 
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大気環境学会 学術賞（斎藤潔賞）受賞者 
 
     1. モニタリングとモデリングによる二次大気汚染物質の動態解明に関する研究 
        速水  洋（電力中央研究所） 
     2. 微小エアロゾルの動態観測と光触媒特性を活用した大気環境改善に関する研究 
        米持真一（埼玉県環境科学国際センター） 
 
 

大気環境学会 進歩賞受賞者 
 

      オゾンによるイネの収量及び品質低下メカニズムの解明 
        澤田 寛子（農研機構 中央農業研究センター） 
 
 

論 文 賞 
（最優秀論文賞） 
砂塵ダスト発生地域における表層土壌の色彩および化学組成的特徴と日本に飛来した黄砂

エアロゾルの発生源地域の推定［53 巻 5 号］ 
西川雅高，久我典克，全 浩，小柳秀明，大西 薫，宇加地 幸， 
永野公代，森 育子，佐野友春 

 
（技術・調査部門） 
石英繊維ろ紙に捕集した PM2.5 中の有機トレーサー成分におけるガス吸着の影響［53 巻 2
号］ 

池盛文数，山神真紀子，菅田誠治 
 
（ノート・速報部門） 
デニューダ・緩和渦集積法を用いたフラックス観測による東京郊外の森林における PM2.5

硝酸塩および硝酸ガスの沈着速度［53 巻 4 号］ 
坂本泰一，中原聡仁，高橋 章，反町篤行，堅田元喜，松田和秀 
 

（学生・若手部門） 
2010 年夏季に首都圏で発生したオキシダント高濃度事象のモデル解析［53 巻 4 号］ 

吉岡実里，櫻井達也 
 
（AJAE 部門） 

Meteorological Factors Affecting Winter Particulate Air Pollution in Ulaanbaatar from 
2008 to 2016［AJAE Vol. 12, No. 3］ 

Minrui Wang, Kenji Kai, Nobuo Sugimoto and Sarangerel Enkhmaa 
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60 周年記念シンポジウム 
 
 
日 時 ： 令和元年 9 月 19 日（木） 15：00～18：00 
会 場 ： K 会場（本館講堂） 
世話人 ： 米持真一（埼玉県環境科学国際センター），田中伸幸（電力中央研究所）， 

松本 淳（早稲田大学），小松宏昭（神奈川県環境科学センター）， 
三輪 誠（埼玉県環境科学国際センター），宇田川 智（東京ダイレック） 

座 長 ： 大原利眞（国立環境研究所，大気環境学会長） 
テーマ ： 気候変動に伴う大気環境変化とその影響 
講 演 ： 

１．温暖化と地球環境に関わる諸問題：大気科学からの視点 
中島映至（JAXA 第一宇宙技術部門地球観測研究センター 参与） 

２．大気汚染防止法施行 50 年（取組の現状と今後の課題） 
    神谷洋一（環境省水・大気環境局 大気環境課長） 
３．気候変動適応法と大気環境 
    向井人史（国立環境研究所気候変動適応センター センター長） 
４．大気環境変化とその植物影響 
    伊豆田 猛（東京農工大学大学院農学研究院 教授） 
５．地球温暖化問題のテクノロジーによる解決 
    杉山大志（キヤノングローバル戦略研究所 研究主幹） 
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日中韓国際交流シンポジウム 
 
 
日 時 ： 令和元年 9 月 18 日（水） 13：00～16：00 
会 場 ： C 会場（2 号館 23 教室） 
世話人 ： 松田和秀（東京農工大学），櫻井達也（明星大学） 
座 長 ： 櫻井達也（明星大学） 
テーマ ： For a better understanding of air pollution in East Asia 
講 演 ： 

１．EANET and ACAP activity for a better understanding of East Asian  
atmospheric environment 
Shiro Hatakeyama（Asia Center for Air Pollution Research) 

２．Observation of secondary aerosol formation using oxidation flow reactor in  
various Environments 
Taehyoung Lee（Hankuk University of Foreign Studies） 

３．Progress and prospective of atmospheric photochemical smog pollution control  
in China 
Hong Li（Chinese Research Academy of Environmental Sciences） 

４．The applications of air pollution monitoring platform of drone in air pollution  
profiling in southern Beijing 
Xiaoyang Yang（Chinese Research Academy of Environmental Sciences） 

５．An approach from model simulation toward our better understanding on  
air pollutants behavior over East Asia 
Syuichi Itahashi（Central Research Institute of Electric Power Industry） 

６．A modeling study on resolving the contribution of regional sources to  
atmospheric PM2.5 in Taiwan 
Ken-Hui Chang（National Yunlin University of Science and Technology） 

７．Source identification, ozone formation potential, and secondary organic  
aerosol formation of VOCs in Seoul, South Korea 
Seongjun Kim（Ulsan National Institute of Science and Technology） 

８．Variation characteristic of volatile organic compounds pollution in  
solvent-using industry 
Di Wang（Chinese Research Academy of Environmental Sciences） 

９．Morphology effects of magnesium oxide nanoparticles on mineral  
carbonation as carbon dioxide adsorbents 
Kyungil Cho（Pusan National University） 

10．Pollution characteristics of PM2.5 during high concentration periods in  
the multi-industrial city of Ulsan, South Korea 
Sangjin Lee（Ulsan National Institute of Science and Technology） 
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市民集会（公開） 
 

企画運営委員会・産官学民連絡協議会合同企画セミナー 
 
日 時 ： 令和元年 9 月 20 日（金） 13：00～16：40 
会 場 ： A 会場（2 号館 11 教室） 
世話人 ： 新田裕史（国立環境研究所） 
テーマ ： 大気環境データの国民への即時提供－観測と予測－ 
講 演 ： 
開会挨拶、趣旨説明 新田裕史（国立環境研究所） 
セッション① 大気環境観測データ提供の現状と課題 

座長：長谷川就一（埼玉県環境科学国際センター） 
   １．民間気象会社によるリアルタイム情報提供の現状と課題 

岡村智明（日本気象協会） 
  ２．大気汚染物質広域監視システムの現状と課題 

上尾一之（環境省水・大気環境局大気環境課） 
セッション② 大気汚染予測システムの現状と課題 

座長：高橋克行（日本環境衛生センター） 
   ３．大気汚染予測システム VENUS の現状と課題 

菅田誠治（国立環境研究所） 
   ４．民間事業者からみた大気汚染予測システムへの期待 

堀口貴司（日本気象協会） 
セッション③ 総合討論  

座長：高見昭憲（国立環境研究所） 
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特別集会 
 
特別集会１ 大気エアロゾル研究における有機成分分析を活用した研究展開 

 
日 時 ： 令和元年 9 月 18 日（水） 9：00～12：00 
会 場 ： B 会場（2 号館 21 教室） 
世話人 ： 森野 悠（国立環境研究所），佐藤 圭（国立環境研究所）， 

熊谷貴美代（群馬県衛生環境研究所） 
座 長 ： 熊谷貴美代（群馬県衛生環境研究所），佐藤 圭（国立環境研究所） 
講 演 ： 

１．大気有機マーカー化合物分析の現状と課題 
飯沼賢輝（沖縄科学技術大学院大学） 

２．多環芳香族炭化水素類と変異原性から見た燃焼粒子状物質の特徴 
    早川和一（金沢大学環日本海域環境研究センター） 
３．スモッグチャンバーによる人為起源二次有機エアロゾルのマーカー収率評価 

     佐藤 圭 1，Sathiyamurthi Ramasamy1，池盛文数 2，伏見暁洋 1，森野 悠 1 

（1. 国立環境研究所，2. 名古屋市環境科学調査センター） 
４．大気中有機エアロゾルの各種毒性に対する発生源寄与率推定のための新規 

アプローチ 
     伏見暁洋，中島大介，古山昭子，鈴木 剛，伊藤智彦，佐藤 圭，藤谷雄二， 

近藤美則，高見昭憲（国立環境研究所） 
５．ニトロ芳香族炭化水素類の大気観測と人為起源二次有機エアロゾルマーカーとして 

の有効性評価 
     池盛文数 1，中山智喜 2，長谷川 瞳 1，森野 悠 3，佐藤 圭 3，Sathiyamurthi 

Ramasamy3，伏見暁洋 3 

（1. 名古屋市環境科学調査センター，2. 長崎大学，3. 国立環境研究所） 
６．PM2.5の有機マーカーの観測研究～バイオマス燃焼と二次有機エアロゾルを中心に 

     熊谷貴美代 1，齊藤由倫 1，田子 博 1，渡邊雅子 2，飯島明宏 2 
（1. 群馬県衛生環境研究所, 2. 高崎経済大学） 
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特別集会２ 光化学オキシダント・PM2.5低減のための大気質モニタリング 

（全国環境研協議会・環境大気モニタリング分科会共催） 

 
日 時 ： 令和元年 9 月 19 日（木） 9：00～11：40 
会 場 ： B 会場（2 号館 21 教室） 
世話人 ： 島田敦之（香川県環境保健研究センター） 
座 長 ： 齊藤伸治（東京都環境科学研究所） 
講 演 ： 

１．大気汚染に関するⅡ型共同研究の歩み 
            菅田誠治（国立環境研究所） 

２．大気中微小粒子状物質検討会について（東京都） 
      河内 奨（東京都環境局） 
３．実大気観測によるオゾン生成レジームの評価 

     定永靖宗 1，坂本陽介 2, 3，梶井克純 2, 3（1. 大阪府立大学，2．京都大学，3. 国
立環境研究所） 

４．横浜市における VOC 調査 
     福﨑有希子（横浜市環境創造局環境科学研究所） 

 
  



- 26 - 

 

特別集会３ 気候変動に伴う大気環境変化と自治体の対応について 

 
日 時 ： 令和元年 9 月 20 日（金） 9：00～11：00 
会 場 ： B 会場（2 号館 21 教室） 
世話人 ： 高見昭憲（国立環境研究所） 
座 長 ： 高見昭憲（国立環境研究所） 
講 演 ： 

１．気候変動研究会の紹介 
高見昭憲（国立環境研究所） 

２．気候変動適応に関する国立環境研究所の取り組み 
    向井人史（国立環境研究所気候変動適応センター） 
３．気候変動が日本の大気汚染にもたらす影響とその健康・植生へのインパクト評価 

     永島達也，高見昭憲，菅田誠治，清水 厚，河野なつ美，茶谷 聡，青野光子， 
Kim Satbyul，向井人史，谷本浩志，寺尾有希夫，奈良英樹，池田恒平， 
西橋政秀，野村渉平，橋本 茂（国立環境研究所） 

４．長野県の気候変動と森林生態系の応答を評価する試み 
     栗林正俊 1，高橋善幸 2，伊藤昭彦 2 

（1. 長野県環境保全研究所, 2. 国立環境研究所） 
  ５．地方環境研究所の取り組み（埼玉県の気候変動対策） 
      原 政之（埼玉県環境科学国際センター） 
  ６．気候変動およびエアロゾルが水稲生産に及ぼす影響の評価 
      増冨祐司（茨城大学農学部） 
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特別集会４ エアロゾルと HOx ラジカルの相互作用とその生体影響の可能性 

 
日 時 ： 令和元年 9 月 20 日（金） 9：00～11：30 
会 場 ： C 会場（2 号館 23 教室） 
世話人 ： 高野裕久（京都大学），梶井克純（京都大学，国立環境研究所） 

村野健太郎（京都大学） 
座 長 ： 定永靖宗（大阪府立大学），上田佳代（京都大学） 
講 演 ： 

１．大気中の HOx サイクルの重要性と研究状況 
河野七瀬 1, 黎 珈汝 1, 周 俊 1, 坂本陽介 1,2，梶井克純 1,2 

（1. 京都大学，2. 国立環境研究所） 
２．エアロゾルと HOx ラジカルの相互作用 

     梶井克純 1,2, 小野夏樹 1, 周 俊 1, 河野七瀬 1, 坂本陽介 1,2 

（1. 京都大学，2. 国立環境研究所） 
３．PM2.5が呼吸器疾患に及ぼす影響とそのメカニズムの解明 

     本田晶子，高野裕久（京都大学） 
４．PM2.5健康影響の地域差と粒子成分との関わり 

     上田佳代 1，Uttajug  Athicha1，高見昭憲 2，菅田誠治 2，吉野彩子 2 

（1. 京都大学，2. 国立環境研究所） 
５．越境大気汚染物質の発生源および粒径別成分による健康影響 

      大西一成 1，野島正寛 2，金谷久美子 3，弓本桂也 4，福池 晃 5，奥田知明 6， 
中山健夫 3  
（1. 聖路加国際大学，2. 東京大学医科学研究所，3. 京都大学，4. 九州大学， 

5. ムラタ計測器サービス，6. 慶應義塾大学） 
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分科会 
 
分科会１ 都市大気エアロゾル分科会 

 
テーマ ： PM2.5の 10 年を振り返る―これからのエアロゾルと大気環境のために― 
日 時 ： 令和元年 9 月 18 日（水）16:10～19:00 
会 場 ： A 会場（2 号館 11 教室） 
世話人 ： 長谷川就一（埼玉県環境科学国際センター） 
座 長 ： 長谷川就一（埼玉県環境科学国際センター） 
講 演 ： 

１．PM2.5－過去、現在、未来 
新田裕史（国立環境研究所環境リスク・健康研究センター） 

２．微小粒子状物質（PM2.5）観測クロニクル 
     高橋克行（日本環境衛生センター） 

３．PM2.5の高濃度イベント観測・解析でわかったこと－自治体の取り組みについて－ 
     山神真紀子（名古屋市環境科学調査センター） 

４．PM1との並行観測から評価した PM2.5の長期トレンド 
     米持真一（埼玉県環境科学国際センター） 

５．レセプターモデルによる PM2.5発生源寄与解析の進展 
     飯島明宏（高崎経済大学地域政策学部） 

６．排出インベントリに見る PM2.5対策 
     森川多津子（日本自動車研究所） 

７．PM2.5の影響評価と影響発現メカニズムに関する実験的研究の進展 
     高野裕久，本田晶子（京都大学） 
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分科会２ 酸性雨分科会 

 
テーマ ： 酸性雨調査研究を振り返り、今後の展望を考える 
日 時 ： 令和元年 9 月 18 日（水）16:10～19:00 
会 場 ： B 会場（2 号館 21 教室） 
世話人 ： 藍川昌秀（北九州市立大学），井上智博（千葉県環境研究センター）， 

岩崎 綾（沖縄県衛生環境研究所），大原真由美（元・広島県立総合技術研究所

保健環境センター），木戸瑞佳（富山県環境科学センター），佐藤啓市（アジア

大気汚染研究センター），武 直子（新潟県新発田地域振興局健康福祉環境部   
環境センター検査課），堀江洋佑（兵庫県淡路県民局），松本 利恵（埼玉県     
環境科学国際センター），皆巳幸也（石川県立大学），山口高志（北海道立総合

研究機構環境・地質研究本部環境科学研究センター） 
座 長 ： 大泉 毅（アジア大気汚染研究センター） 
講 演 ： 

１．酸性雨調査研究の歴史から何を目指すか 
村野健太郎（京都大学） 

２．全国環境研協議会における酸性雨全国調査の現状と今後 
     木戸瑞佳（富山県環境科学センター） 

３．生態系への窒素負荷として反応性窒素沈着を考える 
     伴 聡美（日本環境衛生センター） 
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分科会３ 健康影響分科会 

 
テーマ ： 新紀年の健康影響問題：大気中浮遊粒子状物質に着目して 
日 時 ： 令和元年 9 月 18 日（水）16:10～19:00 
会 場 ： D 会場（第 2 講義棟 11 教室） 
世話人 ： 定金香里（大分県立看護科学大学） 
座 長 ： 定金香里（大分県立看護科学大学） 
講 演 ： 

１．人為起源・自然起源二次有機エアロゾル(SOA)曝露による細胞応答 
古山昭子, 佐藤 圭, Sathiyamurthi Ramasamy, 中島大介, 鈴木 剛, 伊藤智彦,  
藤谷雄二, 近藤美則, 吉野彩子, 高見昭憲, 伏見暁洋（国立環境研究所） 

２．実験的研究による粒子状物質の健康影響の解明 
本田晶子, 高野裕久（京都大学） 

３．越境大気汚染物質の粒径別成分による健康影響と健康予報 
大西一成 1，野島正寛 2，金谷久美子 3，奥田知明 4，弓本桂也 5，関山 剛 6 

（1. 聖路加国際大学, 2. 東京大学, 3. 京都大学, 4. 慶應義塾大学, 5. 九州大学,   
6. 気象庁気象研究所） 
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分科会４ 放射性物質動態分科会 

 
テーマ ： 福島県内における大気中放射性物質濃度の現状 
日 時 ： 令和元年 9 月 18 日（水）16:10～19:00 
会 場 ： E 会場（第 2 講義棟 12 教室） 
世話人 ： 反町篤行（福島県立医科大学） 
座 長 ： 反町篤行（福島県立医科大学） 
講 演 ： 

１．事故後 8 年間の大気中放射性セシウムの濃度変動 
渡邊 明 1，梶野瑞王 2，二宮和彦 3，篠原 厚 3，Sheng Xu4 

（1.気候変動研究所，2. 気象研究所，3. 大阪大学大学院理学研究科， 
4. Scottish Universities） 

２．大熊町における Cs-137 の大気中濃度の時系列変化 
平尾茂一（福島大学環境放射能研究所） 

３．福島県浪江町と郡山市における 137Cs の大気中濃度と降下量の時系列変化 
長谷川英尚 1，柿内秀樹 1，落合伸也 1,2，植田真司 1，赤田尚史 1,3，床次眞司 3， 
奥山克彦 4，久松俊一 1 

（1. 環境科学技術研究所，2. 金沢大学，3. 弘前大学，4. 日本大学） 
４．福島県内の里山地域における大気中 Cs 濃度の変遷 

五十嵐康人 1，北 和之 2，木名瀬健 3，林 奈穂 2，南 光太郎 2，木村茉央 2， 
反町篤行 4，大河内 博 5，後藤友里絵 5，石塚正秀 6，牧 輝弥 7， 
保坂健太郎 8，羽田野祐子 9 

（1. 京都大学複合原子力科学研究所，2. 茨城大学，3. 気象研究所， 
4，福島県立医科大学，5. 早稲田大学理工学術院，6. 香川大学，7. 金沢大学， 
8. 国立科学博物館，9. 筑波大学） 

５．放射性セシウムの再飛散・再沈着モデリング 
梶野瑞王 1，石塚正秀 2，五十嵐康人 3，北 和之 4，財前祐二 1，木名瀨 健 1， 
渡邊 明 5 

（1. 気象研究所，2. 香川大学，3. 京都大学，4. 茨城大学，5. 気候変動研究所） 
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分科会５ 大気環境モデリング分科会 

 
テーマ ： J-STREAM で分かったこと分からなかったこと 
日 時 ： 令和元年 9 月 18 日（水）16:10～19:00 
会 場 ： F 会場（第 2 講義棟 21 教室） 
世話人 ： 永島達也（国立環境研究所） 
座 長 ： 永島達也（国立環境研究所） 
講 演 ： 

１．J-STREAM の概要と振り返り 
茶谷 聡（国立環境研究所） 

２．モデル精緻化に向けたモデル・観測の取り組みと今後必要なこと 
     板橋秀一，速水 洋（電力中央研究所） 

３．大気質モデルの現状と課題〜J-STREAM の結果より 
    山地一代（神戸大学） 
４．発生源対策立案に役立つ化学輸送モデルの要件とは？ 

     吉門 洋（日本気象協会） 
５．対策に繋がるツールとして大気質モデルに期待すること 

     工藤里恵（環境省水・大気環境局大気環境課） 
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分科会６ 自動車環境分科会 

 
テーマ ： 移動発生源データにおける Misread の罠 
日 時 ： 令和元年 9 月 18 日（水）16:10～19:00 
会 場 ： G 会場（第 2 講義棟 22 教室） 
世話人 ： 柴田慶子（（株）いすゞ中央研究所）、山田裕之（東京電機大学）、 

柏倉桐子（日本自動車研究所） 
座 長 ： 柏倉桐子（日本自動車研究所） 
講 演 ： 

１．全国 PM2.5成分データから見た PM2.5組成の季節・地域特性と発生源寄与評価 
熊谷貴美代（群馬県衛生環境研究所） 

２．大気汚染常時監視測定局の PM2.5データ詳細解析から得られた新たな知見 
岡山紳一郎（日本自動車工業会） 

３．国際海運における環境規制動向 
     益田晶子（国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所） 
４．自動車関連の環境対策による大気質の改善 

     戸野倉賢一（東京大学大学院新領域創成科学研究科） 
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分科会７ 植物分科会 

 
テーマ ： 大気環境の変化が水田生態系に与える影響に関する最近の話題 
日 時 ： 令和元年 9 月 18 日（水）16:10～19:00 
会 場 ： H 会場（第 2 講義棟 31 教室） 
世話人 ： 青野光子（国立環境研究所生物・生態系環境研究センター） 
座 長 ： 青野光子（国立環境研究所生物・生態系環境研究センター） 
講 演 ： 

１．大気 CO2濃度増加に対するイネと水田生態系の応答 
林 健太郎（農研機構 農業環境変動研究センター） 

２．イネにおけるオゾンストレスおよび窒素栄養応答に関わる分子機構 
     植田佳明（東京大学 生物生産工学研究センター） 
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分科会８ 室内環境分科会 

 
テーマ ： 室内環境の新しいみかた～特殊空間における空気質とセンシング 
日 時 ： 令和元年 9 月 18 日（水）16:10～19:00 
会 場 ： I 会場（第 2 講義棟 41 教室） 
世話人 ： 池田四郎（株式会社ガステック），石坂閣啓（愛媛大学）， 

光崎 純（製品評価技術基盤機構），篠原直秀（産業技術総合研究所）， 
中井里史（横浜国立大学），野口美由貴（成蹊大学），水越厚史（近畿大学） 

座 長 ： 青柳玲児（株式会社ガステック） 
講 演 ： 

１．地下駐車場における空気質とセンシング 
中山正樹（新コスモス電機株式会社） 

２．航空機キャビン内模擬環境でのセンシング 
水越厚史 1，東 賢一 1，杉山茂広 2，田中大輔 2，井上正志 3，徳村雅弘 4， 
奥村二郎 1 

（1. 近畿大学，2. 三菱重工業株式会社，3. 三菱航空機株式会社， 
4. 静岡県立大学） 

３．狭隘な閉鎖環境での実地計測について 
藤井茂範（海上自衛隊潜水医学実験隊） 
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分科会９ 臭気環境分科会 

 
テーマ ： 最近の悪臭防止行政の動向と畜産農業・堆肥化施設の悪臭対策 

～環境省の事例集を中心に～ 
日 時 ： 令和元年 9 月 18 日（水）16:10～19:00 
会 場 ： J 会場（第 2 講義棟 42 教室） 
世話人 ： 上野広行（東京都環境科学研究所），佐藤 博（長崎国際大学）， 

重岡久美子（におい・かおり環境協会）， 
祐川英基（祐川臭気コンサルタント事務所），樋口能士（立命館大学）， 
樋口隆哉（山口大学），増田淳二（大阪市立環境科学研究センター） 

座 長 ： 上野広行（東京都環境科学研究所） 
講 演 ： 

１．最近の悪臭防止行政の動向と事例集作成の背景 
東 利博（環境省水・大気環境局大気環境課大気生活環境室） 

２．「悪臭対応参考事例集 ～ 畜産農業編 ～」の紹介 
重岡久美子（におい・かおり環境協会） 

３．「悪臭対応参考事例集 ～ 堆肥化施設・バイオマス活用施設編 ～」の紹介と堆肥化 
に関する最近の動向 

菅原 良（日本有機資源協会） 
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一般研究発表プログラム 

講演番号の１桁目は講演日、次の桁が会場名、最後の４桁は開始時間を示す。 

演者の氏名の前に○を付す。 

＜第１日目 ９月１８日（水）午前＞ 

A会場 粒子状物質２（現象解明・事例解析）  

座長：張 代洲（熊本県立大学） 

1A0900 
関東甲信静における PM2.5 のキャラクタリゼーション
(第 10 報)(1) -平成 29 年度調査結果の概要- 

○中込和徳（長野県環境保全研究所）・関東地方大気環境対策推進連絡会
微小粒子状物質調査会議 

1A0915 
関東甲信静における PM2.5 のキャラクタリゼーション
(第 10 報)(2) -経年変化のまとめ- 

○小松宏昭・武田麻由子（神奈川県環境科学センター）・熊谷貴美代・ 
田子 博（群馬県衛生環境研究所）・関東地方大気環境対策推進連絡会 
微小粒子状物質調査会議 

1A0930 
PM2.5 成分自動測定機を用いた汚染状況の把握（１） 
－越境の影響－ 

○村嶋暁子・日下部正和・西 隆行・岩本真二（一般財団法人日本環境 
衛生センター） 

1A0945 
PM2.5 成分自動測定機を用いた汚染状況の把握（２） 
－国内の影響― 

○日下部正和・村嶋暁子・西 隆行・岩本真二（一般財団法人日本環境 
衛生センター） 

 

座長：小松宏昭（神奈川県環境科学センター） 

1A1000 
日平均値の測定局間相関に基づく PM2.5 の汚染要因の 
考察 

○長谷川就一（埼玉県環境科学国際センター）・武 直子（元新潟県保健 
環境科学研究所）・寺本佳宏（三重県保健環境研究所）・大塚英幸（(地独)
北海道立総合研究機構 環境科学研究センター）・田知行紘太（鹿児島県
環境保健センター）・藤井 翔（山口県環境保健センター） 

1A1015 
成分データを活用したPM2.5発生源寄与推定の手法検討
(1) 

○長谷川就一（埼玉県環境科学国際センター） 

1A1030 
成分データを活用したPM2.5発生源寄与推定の手法検討
(2) 

○長谷川就一（埼玉県環境科学国際センター） 

1A1045 商業地域に着目した自排局での PM2.5に関する一考察 ○岡山紳一郎・渡辺宏江（日産自動車株式会社） 

 

座長：日下部正和（日本環境衛生センター） 

1A1100 三重県伊賀市における微小粒子状物質PM2.5の季節変動 
○山本真依（龍谷大学大学院理工学研究科）・市川陽一（龍谷大学理工学
部） 

1A1115 2013～2018 年度の川崎市内の PM2.5の濃度推移 
○山田大介（川崎市環境総合研究所）・田中佑典（川崎市健康安全研究所）・
高垣勇介・鈴木義浩（川崎市環境総合研究所） 

1A1130 
異なる大気汚染レベル時の大都市 PM のイオン化学：
中国鄭州での観測 

Xiaoyan Song（華北水利水電大学）・Jinjuan Li（貴州大学・能源与環境
工程学院）・Longyi Shao（中国鉱業大学北京）・ Qiming Zheng・（河南工
学院）・○張 代洲（熊本県立大学・環境共生学部） 

1A1145 最近のPM2.5越境汚染の濃度減少と組成の変化について 
○鵜野伊津志（九州大学）・板橋秀一（電力中央研究所）・弓本桂也・王 哲
（九州大学）・山村由貴（福岡県保健環境研究所）・吉野彩子・高見昭憲
（国立環境研）・早崎将光（日本自動車研） 

 

 

C 会場 環境動態 都市・地域 

座長：加藤俊吾（首都大学東京） 

1C0900 瀬戸内地域の PM2.5組成について 
○速水 洋・板橋秀一（電力中央研究所）・中村篤博（日本大学）・ 
伊藤武志・高木 洋（弓削商船高等専門学校）・櫻井達也（明星大学） 

1C0915 
大気質モデルを用いた瀬戸内地域の気象特性が大気 
汚染に及ぼす影響の評価 

○飯田章太・嶋寺 光・荒木 真・松尾智仁・近藤 明（大阪大学） 

1C0930 
大気質モデルを用いた瀬戸内地域における大気汚染の
時空間変動特性の解析 

○嶋寺 光・荒木 真（大阪大学）・速水 洋（電力中央研究所）・中村篤博
（日本大学）・伊藤武志（弓削商船高等専門学校）・板橋秀一（電力中央 
研究所）・櫻井達也（明星大学） 
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1C0945 
高解像度衛星計測による瀬戸内地域の PM2.5 大気汚染
状況の把握 

○板橋秀一・速水 洋（電力中央研究所）・嶋寺 光・荒木 真（大阪大学）・
中村篤博（日本大学）伊藤武志（弓削商船高等専門学校）・櫻井 達也 
（明星大学） 

 

座長：嶋寺 光（大阪大学） 

1C1000 都市近郊の里山による熱環境の改善 
○市川陽一・和田佳久・山田侑里・横 祐一・田中優介（龍谷大学理工学
部） 

1C1015 東京都江東区における NH3濃度の季節変化 
○長田和雄（名古屋大学環境学研究科）・齊藤伸治・鶴丸 央・星 純也 
（東京都環境科学研究所） 

1C1030 
中国瀋陽市における大気中多環芳香族炭化水素類の 
経年変動 

○楊 露・鈴木元気・張 露露・周 全渝・張 璇・邢 万里（金沢大学医薬
保健学総合研究科）・陳 立江（遼寧大学薬学院）・島 正之・余田佳子 
（兵庫医科大学公衆衛生学）・中坪良平・平木隆年（兵庫県環境研究セン
ター大気環境科）・斉 宏業・符 文華・孫 百軍（瀋陽市 CDC）・鳥羽 陽（金
沢大学医薬保健学研究域）・早川和一（金沢大学環日本海域環境研究セン
ター）・唐 寧（金沢大学医薬保健学研究域/金沢大学環日本海域環境研究
センター） 

1C1045 
Yearly variations of gas phase air pollutants at 
Wajima, Japan 

○Xuan Zhang・Lulu Zhang・Lu Yang・Quanyu Zhou・Wanli Xing（Graduate 
School of Medical Sciences, Kanazawa University）・Akira Toriba
（ Institute of Medical, Pharmaceutical and Health Sciences, 
Kanazawa University）・ Kazuichi Hayakawa（Institute of Nature and 
Environmental Technology, Kanazawa University ）・ Ning Tang
（ Institute of Medical, Pharmaceutical and Health Sciences, 
Kanazawa University/Institute of Nature and Environmental 
Technology, Kanazawa University） 

 

座長：長田和雄（名古屋大学） 

1C1100 都市域での大気中水素濃度測定 
○加藤俊吾・山口涼子・今村彩夏（首都大学東京）・鶴丸 央・齋藤伸治・
星 純也・小谷野眞司（東京都環境科学研究所） 

1C1115 
Acidity of Atmospheric Aerosol Particles at a 
remote background site, Japan 

○Quanyu Zhou・Lulu Zhang・Lu Yang・Xuan Zhang・Wanli Xing（Graduate 
School of Medical Sciences, Kanazawa University）・Akira Toriba
（Institute of Nature and Environmental Technology, Kanazawa 
University）・Kazuichi Hayakwa（Institute of Medical, Pharmaceutical 
and Health Sciences, Kanazawa University）・Ning Tang（Institute of 
Medical, Pharmaceutical and Health Sciences, Kanazawa 
University/Institute of Medical, Pharmaceutical and Health 
Sciences, Kanazawa University） 

1C1130 
化学輸送モデルを用いた Land Use Regression モデル
による大気質の高時空間解像度推計 

〇衞藤信之介・荒木 真・嶋寺 光・松尾智仁・近藤 明（大阪大学） 

 

 

D 会場 光化学オキシダント／VOC 

座長：松本 淳（早稲田大学） 

1D0900 都市域における長期 O3季節変動解析 ○河野なつ美・永島達也・菅田誠治（国立環境研究所） 

1D0915 
近年の光化学オキシダント高濃度日の季節性と空間 
分布 

○早崎将光・伊藤晃佳・森川多津子（一般財団法人日本自動車研究所） 

1D0930 ドローン(UAV)を活用した夏季上空 1000 m の O3計測 
○米持真一（埼玉県環境科学国際センター）・山本祐志・Right Kristopher
（グリーンブルー株式会社） 

1D0945 

Development of direct measurement method for 
peroxy radical yields in HOx cycle via laser-flush 
photolysis and laser-induced fluorescence 
(LP-LIF) 

○黎 珈汝・河野七瀬（京都大学）・坂本陽介・梶井克純（京都大学/国立
環境研究所） 

 

座長：早崎将光（日本自動車研究所） 

1D1000 光化学オキシダントに対する発生源感度解析の適用 ○伊藤晃佳・森川多津子・早崎将光（一般財団法人日本自動車研究所） 

1D1015 
WRF/CMAQ を用いた中国珠江デルタ地域における VOC の 
O3生成寄与の評価 

○張 溢彬・嶋寺 光・松尾智仁・近藤 明（大阪大学） 

1D1030 オゾン反応性全量測定装置の実大気観測への応用 ○松本 淳（早稲田大学人間科学学術院）・加藤俊吾（首都大学東京） 

1D1045 各種 VOC のオゾン酸化反応における共存物質の影響 ○野口美由貴・小澤洋平・山崎章弘（成蹊大学理工学部） 
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座長：野口美由貴（成蹊大学） 

1D1100 我が国の鶏舎から排出される揮発性有機化合物 ○田中伸幸（電力中央研究所）・大津 愛・宮崎あかね（日本女子大学） 

1D1115 
揮発性有機化合物の大気圏動態と航空機及び船舶排 
ガスの影響評価（3） 
 

○山脇拓実・大河内 博・島田幸治郎（早稲田大学）・皆巳幸也（石川県立
大学）・三浦和彦（東京理科大学）・小林 拓（山梨大学）・戸田 敬（熊本
大学）・米持真一（埼玉県環境科学国際センター）・加藤俊吾（首都大学 
東京）・土器屋由紀子（富士山環境研究センター） 

1D1130 東京都心部における植物起源 VOC 放出量の推計 
○國分優孝（東京都環境科学研究所）・望月智貴・谷 晃（静岡県立大学）・ 
高橋和清・星 純也（東京都環境科学研究所） 

 

 

E 会場 輸送・拡散／沈着 

座長：忽那周三（産業技術総合研究所） 

1E0900 
４季各１週間の測定からの年間の大気安定度出現頻度
分布の推定 

○近藤裕昭（（一財）日本気象協会） 

1E0915 森林における硝酸ガスの沈着速度抵抗モデルの検証 
○笠原健太（東京農工大学大学院農学府）・反町篤行（東京農工大学 
大学院農学府・福島県立医科大学）・堅田元喜（茨城大学）・松田和秀 
（東京農工大学大学院農学府） 

1E0930 
EANET フィルターパック法の窒素成分測定精度の評価
と乾性沈着量推定に与え 
る影響 

○井上椋太（東京農工大学大学院農学府）・山口高志・野口 泉（北海道立
総合研究機構）・反町篤行（東京農工大学大学院農学府/福島県立医科 
大学）・松田和秀（東京農工大学大学院農学府） 

1E0945 フィルターパック法による窒素酸化物の測定 
〇小田拓未・竹中規訓（大阪府立大学大学院 人間社会システム科学研究
科） 

 

座長：近藤裕昭（日本気象協会） 

1E1000 
地理的要因によって説明されるスギ林への硫黄と窒素
の大気沈着の空間分布 

○今村直広（森林総合研究所）・Delphis F. Levia（デラウェア大学）・ 
南光一樹（森林総合研究所）・田中延亮（東京大学）・大手信人（京都大学） 

1E1015 
多層陸面モデルを用いたカラマツ林におけるオゾンと
窒素酸化物の光化学反応の影響評価 

○南 光太郎・堅田元喜・北 和之（茨城大学）・和田龍一（帝京科学大学）・
高橋善幸（国立環境研究所）・望月智貴・谷 晃（静岡県立大学）・ 
植山雅仁（大阪府立大学）・米村正一郎（農研機構） 

1E1030 森林におけるエアロゾル個数濃度の鉛直分布測定 
○反町篤行（福島県立医科大学/東京農工大学）・松田和秀（東京農工 
大学）・和田龍一（帝京科学大学）・堅田元喜（茨城大学）高木健太郎 
（北海道大学） 

1E1045 
緩和渦集積法を用いたバイオエアロゾルフラックスの
測定 

○反町篤行（福島県立医科大学）・北 和之・南 光太郎（茨城大学）・ 
保坂健太郎（国立科学博物館）・堅田元喜（茨城大学）五十嵐康人 
（京都大学） 

 

座長：反町篤行（福島県立医科大学） 

1E1100 
ヘキサナールのヘンリー定数と水和反応平衡定数の 
決定 

○忽那周三・兼保直樹（（国研）産業技術総合研究所） 

1E1115 植物葉を用いた大気中水銀の乾性沈着量推計 ○福崎紀夫（新潟工科大学）・丸本幸治（国立水俣病総合研究センター） 

1E1130 
落葉広葉樹 5 種におけるブラックカーボン粒子の 
葉面沈着量の季節変化とその要因 

○太田丹理・高橋 慶（東京農工大学大学院農学府）・村尾直人（北海道 
大学大学院工学研究院）・佐瀬裕之（アジア大気汚染研究センター）・ 
山口真弘（長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科）・ 半 智史・ 
渡辺 誠・伊豆田 猛（東京農工大学大学院農学研究院） 

1E1145 
常緑広葉樹 4 種におけるブラックカーボン粒子の 
葉面沈着量の季節変化とその要因 

○高橋 慶・太田丹理（東京農工大学大学院農学府）・村尾直人（北海道 
大学大学院工学研究院）・佐瀬裕之（アジア大気汚染研究センター）・ 
山口真弘（長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科）・半 智史・ 
渡辺 誠・伊豆田 猛（東京農工大学大学院農学研究院） 

 

 

F 会場 粒子状物質１（分析・測定手法） 

座長：中坪良平（兵庫県環境研究センター） 

1F0900 
ニューラルネットワークを用いた簡易 PM2.5 計測器の 
データ補正について 

○久恒邦裕（名古屋市環境科学調査センター）・山神真紀子（名古屋市 
環境科学調査センター）・長田和雄（名古屋大学大学院環境学研究科） 
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1F0915 
開発した小型 PM2.5計測器のアジア各国での観測結果： 
ベトナム、インド、インドネシア、モンゴル、マレー 
シアなど  

○松見 豊（名古屋大 宇宙地球環境研）・中山智喜（長崎大）・山崎高幸
（名古屋大 宇宙地球環境研）・岡本 渉（名古屋大 宇宙地球環境研）・ 
関口和彦（埼玉大）・林田佐智子（総合地球研/奈良女子大）・川崎昌博 
（総合地球研）・内藤大輔（総合地球研・国際林業研究センター）・甲山 治
（総合地球研） 

1F0930 
PM2.5 自動測定機と標準測定法の測定値に関する考察
（３） 

○高橋克行・平野瑞歩・吉村有史（日本環境衛生センター） 

1F0945 
日本海側遠隔、郊外測定局における標準測定法と 
PM2.5自動測定機との並行試験 

○佐藤啓市・高橋良太・大泉 毅・弓場彬江・小竹祐佳・箕浦宏明 
（アジア大気汚染研究センター）・佐々木淳一・八木繁樹（（株）グリーン
ブルー） 

 

座長：久恒邦裕（名古屋市環境科学調査センター） 

1F1000 
実大気中の浮遊粒子状物質中に存在するタンパク質の
抽出法の試み 

○橋本優希・長沼 歩（熊本県立大学）・小島智子（熊本大学）・張 代洲 
（熊本県立大学） 

1F1015 神奈川県における PM2.5中のタンパク質の定量 ○石割隼人・朝倉 純・武田麻由子（神奈川県環境科学センター） 

1F1030 
斜入射蛍光 X 線分析法によるエアロゾルの微量無機 
元素分析 

○森川敦史・高原晃里・松田 渉・池田 智（株式会社リガク） 

1F1045 電子顕微鏡による粒子状物質の性状解析 ○中島寛則（名古屋市環境科学調査センター） 

 

座長：佐藤啓市（アジア大気汚染研究センター） 

1F1100 ドローンを活用した火山調査手法の実証 
○佐々木寛介・井口正人（京都大学防災 研究所）・井上 実・依田隆志 
（一般財団法人日本気象協会） 

1F1115 船舶から排出される PM 及びその主要成分の特徴 

○中坪良平・松村千里・羽賀 雄・平木隆年（兵庫県環境研究センター）・
今 吾一・楠 将史・吉田明輝・速水健斗（海技教育機構）・浅川大地 
（大阪市立環境科学研究センター）・岡村秀雄（神戸大学内海域環境教育
研究センター） 

1F1130 
サーマルオプティカル法による舶用ディーゼル機関 
排ガス中の炭素成分分析に関する検討(第 4 報：昇温 
設定の検討) 

○中村真由子・大橋厚人・益田晶子・高橋千織（国立研究開発法人 海上・
港湾・航空技術研究所） 

1F1145 小型エサロメータによるブラックカーボン計測の評価 
○宮川拓真（海洋研究開発機構）・Petr Mordovskoi（北東連邦大学）・ 
金谷有剛（海洋研究開発機構） 

 

 

G 会場 動物影響・毒性評価 

座長：吉田成一（大分県立看護科学大学） 

1G0900 
インジウムナノ粒子の気管内および皮下投与による 
イインジウムの生体影響の比較 

○田中昭代（九州大学）・平田美由紀（九州大学）・松村 渚（九州大学）・
古閑一憲（九州大学、自然科学研究機構）・白谷正治（九州大学） 

1G0915 つくば、福岡における PM2.5 の酸化能評価  
○藤谷雄二（国立環境研究所）・古山昭子（国立環境研究所）・林政彦
（福岡大）・梶野瑞王（気象研究所） 

1G0930 
酸化能予測のためのモデル開発 ―５種の遷移金属に
ついて  

○梶野瑞王（気象研究所）・萩野浩之（日本自動車研究所）・藤谷雄二 
（国立環境研究所）・森川多津子（日本自動車研究所）・福井哲央 
（計量計画研究所）・大西一成（聖路加国際大）・奥田知明（慶應義塾 
大学）・五十嵐康人（京都大学） 

1G0945 
黄砂バイオエアロゾルから分離された４種の真菌類の
マウス肺におけるアレルギー炎症の比較  

○市瀬孝道（大分県立看護科学大学）・定金香里（大分県立看護科学 
大学）・牧 輝弥（金沢大学） 

 

座長：田中昭代（九州大学） 

1G1000 
４種の黄砂付着子囊菌類と加熱黄砂曝露による肺アレ
ルギー増悪作用の比較  

○定金香里（大分県立看護科学大学）・市瀬孝道（大分県立看護科学大学）・
牧 輝弥（金沢大学） 

1G1015 
ディーゼル排気由来二次有機エアロゾルの胎仔期から
発達期の曝露による T 細胞分化への影響  

○古山昭子（国立環境研究所）・藤谷雄二（国立環境研究所）・ 
平野靖史郎（国立環境研究所） 

1G1030 
気液界面培養下の気道上皮細胞への排ガス曝露影響 
評価法の検討 -NO2 の繰返し曝露が炎症応答におよ 
ぼす影響-  

○村木直美（日本自動車研究所）・伊藤 剛（日本自動車研究所）・ 
田村久美子（日本自動車研究所）・利根川義男（日本自動車研究所）・ 
石井幸雄（筑波大学）・酒井康行（東京大学）・渡邉 肇（大阪大学）・ 
高野裕久（京都大学） 
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1G1045 
気液界面培養下の気道上皮細胞への排ガス曝露影響評
価法の検討 ―線毛運動活性化領域の評価法の検討― 

○小川毅彦（拓殖大学）・佐々木大輝（拓殖大学）・村木直美（日本 
自動車研究所）・伊藤 剛（日本自動車研究所） 

1G1100 
PM2.5と LPS の胎仔期複合曝露による雄性出生仔の  免
疫系への影響  

○吉田成一（大分県立看護科学大学）・市瀬孝道（大分県立看護科学大学） 

 

 

H 会場 植物影響 

座長：山口真弘（長崎大学） 

1H0900 
チンゲンサイの収量におけるオゾン感受性と気温上昇
の関係 

○松本美佐子（東京農工大学）・高 小梅（東京農工大学）・渡辺 誠 
（東京農工大学）・伊豆田 猛（東京農工大学） 

1H0915 植物にオゾン耐性を付与する新規遺伝子の解析  
佐治章子・○佐治 光（国立環境研究所）・小野公代（筑波大学）・ 
小野道之（筑波大学）・中嶋信美・井上智美・青野光子（国立環境研究所） 

1H0930 
埼玉県における光化学オキシダント(オゾン)による 
アサガオ被害調査 ―奥秩父と加須市での調査結果の
比較―  

○三輪誠（埼玉県環境科学国際センター） 

1H0945 日本のブナ科のモノテルペン放出特性に関する研究 ○望月智貴（静岡県立大学）・谷 晃（静岡県立大学） 

 

座長：青野光子（国立環境研究所） 

1H1000 
富士山麓森林におけるオゾンフラックスの季節変化と
その要因の解明 

○和田龍一（帝京科学大学）・松見豊（名古屋大学）・高梨聡（森林総研）・
深山貴文（森林総研）・小南裕志（森林総研）・望月智貴（静岡県立大学）・
谷 晃（静岡県立大学）・米村正一郎（農研機構）・植山雅仁（大阪府立
大学）・高木健太郎（北海道大学）・堅田元喜（茨城大学）・中野隆志 
（富士山科学研）・反町篤行（福島県立医科大学） 

1H1015 
土壌環境の異なるコナラ成木の樹冠内における光合成
能力、成長および被食防衛能力の鉛直分布 

○則定優成（東京農工大学）・伊豆田 猛（東京農工大学）・渡辺 誠 
（東京農工大学） 

1H1030 
Nitrogen use efficiency of Quercus serrata 
seedlings under different soil nitrogen and 
phosphorus supplies 

○ZHU Benhui（東京農工大学）・伊豆田 猛（東京農工大学）・渡辺 誠 
（東京農工大学） 

1H1045 
インドネシアのイネの収量に対する気候変動の影響 
評価 

○黄瀬佳之（山梨大学）・増富裕司（茨城大学）・塩津文隆（明治大学）・
林 慶 一 （ 国 際 農 林 水 産 業 研 究 セ ン タ ー ）・ 小 川 田 大 吉 ・ 
Martin Gomez Garcia・松村明子（日本工営）・高橋 潔（国立環境研究所）・
福士謙介（東京大学） 

 

座長：三輪 誠（埼玉県環境科学国際センター） 

1H1100 
長崎の主要なイネ２品種(ヒノヒカリ,にこまる)の 
成長、収量および玄米の品質に対する気温上昇の影響
とその品種間差異  

○山口真弘（長崎大学）・國分 休（長崎大学）・紙屋翔真（長崎大学）・ 
米倉哲志（埼玉県環境科学国際センター）・河野吉久（電力中央研究所） 

1H1115 
長崎の主要なイネ２品種(ヒノヒカリ,にこまる)の 
成長、収量および玄米の品質に対する高濃度 CO2の影響
とその品種間差異  

○山口真弘（長崎大学）・紙屋翔真（長崎大学）・國分 休（長崎大学）・ 
中山智喜（長崎大学）・米倉哲志（埼玉県環境科学国際センター）・ 
河野吉久（電力中央研究所） 

1H1130 
アサガオの全ゲノム解析による低線量環境放射線の 
影響調査 

○青野光子（国立環境研究所）・小野公代（筑波大学）・本山星香 
（筑波大学）・小野道之（筑波大学）・三輪 誠（埼玉県環境科学国際 
センター）・中嶋信美（国立環境研究所） 

1H1145 低線量放射線の花成誘導に与える影響  ○玉置雅紀・高橋真哉（国立環境研究所） 
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ポスター発表 ＜第１日目 ９月１８日（水）午後＞ 会場：武道場 

【コアタイム】奇数番号：13:00-14:30 偶数番号：14:30-16:00 

#印は、学生・若手ポスター賞の対象であることを示します。 

P-01# 2018 年夏季のフェーン現象時におけるオゾンゾンデ 
観測 

○山谷柚香・櫻井達也（明星大学理工学部総合理工学科）・吉岡実里 
（日本エヌ・ユー・エス株式会社） 

P-02 諸外国の光化学オキシダント対策に関するレビュー 
○樫村彩乃美・渋谷 潤・小池佳寛・会津賢治（一般社団法人環境情報 
科学センター）・蓮沼英樹（一般社団法人環境情報科学センター/兵庫医科
大学） 

P-03 富山県における地上および上空の過酸化水素とホルム
アルデヒド濃度の測定 

○渡辺幸一・楊 柳・金 美佳・長堀 友・尾形佳行・源本 楓・津田貴之 
（富山県立大学） 

P-04 大気再解析データ ERA5 における対流圏オゾンの検証 ○渡邊貴典（首都大学東京都市環境学部） 

P-05 島根県における光化学オキシダント濃度の経年変動 
○藤原 誠・金津雅紀・園山隼人・小原幸敏・（島根県保健環境科学 
研究所）・若松伸司（愛媛大学） 

P-06 2019 年 5 月 24-26 日における広域的な高濃度光化学 
オキシダント発生事例 

○久保智子・中坪良平・瀧本充輝・高石 豊（兵庫県環境研究センター） 

P-07# 2018 年夏季京都市内における有機硝酸の大気観測 

〇向井智樹・定永靖宗・山口 諒・大原 和（大阪府立大学)・河野七瀬・
周 俊・竹村真莉奈（京都大学）・坂本陽介（京都大学/国立環境研究所）・
佐藤  圭（国立環境研究所）・中嶋吉弘（東京農工大学）・加藤俊吾 
（首都大学東京)・松岡雅也（大阪府立大学)・梶井克純（京都大学/ 
国立環境研究所） 

P-08# 首都圏小規模森林における大気ー森林相互作用（１） 
○齋藤啓介・大河内 博・永岡玲奈・麻生智香（早稲田大学大学院創造理
工学研究科・宮崎あかね（日本女子大学理学部） 

P-09# 燃料蒸発ガスのインベントリー作成と CMAQ を用いた
大気環境影響評価 

秦 寛夫（東京都環境科学研究所/東京大学大学院）・井上和也（産業技術
総合研究所）・國領和夫（現代企画社）・○能村弦太・戸野倉賢一 
（東京大学大学院） 

P-10# 超音波照射によるガス状 VOC 処理手法の開発 ○岡田暁・関口和彦・三小田憲史（埼玉大学大学院理工学研究科） 

P-11# 
乳牛舎から排出される揮発性有機化合物－化学的特徴
と畜舎内空気に含まれる揮発性有機化合物への排出源
の寄与－ 

○相澤有香（日本女子大学）・田中伸幸（電力中央研究所）・大津 愛・ 
宮崎あかね（日本女子大学） 

P-12 室内空気中のテキサノールおよび TXIB 測定への 
パッシブ法の適用 

○石坂閣啓（愛媛大学大学院農学研究科）・森 彩乃（愛媛大学農学部）・
川嶋文人（愛媛大学大学院農学研究科） 

P-13 夏季京都市内におけるガス状グリオキサールの濃度 
測定 

〇中嶋吉弘・丸山佳希（東京農工大学）・竹村真莉奈・河野七瀬・周 俊 
（京都大学）・坂本陽介（京都大学/国立環境研究所）・定永靖宗 
（大阪府立大学）・佐藤 圭（国立環境研究所）・加藤俊吾（首都大学東京)・ 
村野健太郎（京都大学)・梶井克純（京都大学/国立環境研究所） 

P-14 東京湾岸地域における 2 時間分解能での 16 方位別 VOC
濃度組成調査 

○福﨑有希子（横浜市環境科学研究所/横浜国立大学）・小宇佐友香・ 
浅木麻衣子（横浜市環境科学研究所）・小林芳久（（公財）東京都環境公社
東京都環境科学研究所/東京都環境局）・高橋和清・國分優孝・星 純也 
（（公財）東京都環境公社東京都環境科学研究所）・坂元宏成・後藤有紗・
島 美倫（３）千葉市環境保健研究所）・中井里史（横浜国立大学） 

P-15 さいたま市における大気中揮発性有機化合物の毎時 
測定 

○鈴木隆仁・城 裕樹・（さいたま市健康科学研究センター） 

P-16# 神奈川・埼玉・福岡でサイクロン採取された粒子状物質
中 Cr の XAFS による化学状態解析 

○齋藤克知・奥田知明・（慶應義塾大学理工学部）・長谷川就一（埼玉県 
環境科学国際センター）・西田千春・原 圭一郎・林 政彦（福岡大学） 

P-17# 加熱式たばこ・電子たばこに起因する室内 PM2.5濃度 測
定法に関する検討 

○河西 萌・伊藤 奏・小牧啓克（横浜国立大学大学院環境情報学府）・ 
松見 豊（名古屋大学）・中井里史（横浜国立大学大学院環境情報学府） 

P-18# 大流量採取された粒子状物質の酸化能測定による 
有害性評価 

○杉本和貴・奥田知明（慶應義塾大学理工学部） 

P-19# 野焼きから排出される有害物質の新たな排出係数評価
装置の開発 

○髙橋祐貴・山田裕之（東京電機大学大学院） 

P-20# 
サーマルオプティカル法による舶用ディーゼル機関 
排ガス中の炭素成分分析に関する検討(第 5 報：舶用 
機関排ガス用プロトコルの提案) 

○中村真由子・大橋厚人・益田晶子・高橋千織（国立研究開発法人 海上・
港湾・航空技術研究所） 

P-21# 気象要因や共存大気汚染物質がデニューダ使用/非使用
での PM2.5質量濃度測定に与える影響 

○君塚真之（横浜国立大学環境情報学府）・大西裕介（横浜国立大学 
工学府/ムラタ計測器サービス株式会社）・福崎有希子（横浜国立大学 
環境情報学府/横浜市環境科学研究所）・楳原正敬・浅木麻衣子（横浜市 
環境科学研究所）・中井里史（横浜国立大学環境情報学府） 
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P-22 名古屋市における PM2.5 中ニトロ芳香族炭化水素類の 
季節変動 

○池盛文数（名古屋市環境科学調査センター）・中山智喜（長崎大学）・ 
長谷川 瞳・山神真紀子・久恒邦裕（名古屋市環境科学調査センター） 

P-23 2019 年 5 月の PM2.5及び光化学オキシダント高濃度事例
における PM2.5中 SOA トレーサー成分と OC の時別観測 

○池盛文数（名古屋市環境科学調査センター）・飯島明宏（高崎経済大学）・
齊藤伸治（東京都環境科学研究所）・菅田誠治（国立環境研究所） 

P-24 瀬戸内海の離島における小型測定器を用いた大気中 
粒子状物質の測定 

○伊藤武志・高木洋・武田海・佐々木悠・高石悠輝・大根田浩久（弓削 
商船高等専門学校）・岡本渉・山崎高幸・松見豊（名古屋大学宇宙地球 
環境研究所） 

P-25 画像解析を用いた飛散粉じん中 Fe 含有量判定に関する
基礎的検討 

○齊藤 貢（岩手大学理工学部） 

P-26 オートローダー付熱分離・光学補正式炭素分析装置を 
用いた石英フィルタ試料の自動分析 

○萩野浩之・中山明美（一般財団法人日本自動車研究所） 

P-27 PM2.5 自動測定機の測定値に除湿機構及び成分組成が与
える影響 

○柴崎みはる・吉村有史・高橋克行（日本環境衛生センター）・ 
伏見暁洋・田邊潔（国立環境研究所） 

P-28 改訂版ケミカルマスクロージャモデルによる推定値と
実測値の一致性と偏りの検証 

○遠藤智美・吉村有史・飯野翔太・高橋克行（（一財）日本環境衛生 
センター） 

P-29 車検制度への粒子数計測センサーの適応に関する検討 
○菅野真也・田中光太郎・境田悟志・金野 満（茨城大学）・丹下 健（NTK）・
佐藤 進（東京工業大学） 

P-30 携帯用小型センサを用いた PM2.5個人曝露量の調査 
○小野麻実子（東京大学大学院新領域創成科学研究科）・松見 豊（名古屋
大学）・戸野倉賢一（東京大学大学院新領域創成科学研究科） 

P-31# エアロゾルへの HO₂ラジカル取り込みによって生成 
される H₂O₂量のシミュレーション 

○小野夏樹（京都大学）・坂本陽介・梶井克純（京都大学/国立環境研究所） 

P-32# タンデム DMA を用いた粒子帯電状態の測定 ○村松凌・岩田 歩・田端凌也・奥田知明（慶應義塾大学理工学部） 

P-33# 中国武漢市における夏冬期の PM2.5 中のイオン成分と 
その発生源 

○Zhang Weilin・王 青躍（埼玉大・院理工） 

P-34# 都市大気粒子状物質中微量金属元素の化学形態と健康
リスク（３） 

○ Yan LIU (Waseda University/Sino-Japan Friendship Centre for 
Environmental Protection) ・ Hiroshi Okochi  (Waseda University) ・ 
Shinichi Yonemochi (Center for Environmental Science in Saitama)・Yan YAN・
Hao Zhou・Yeru Huang (Sino-Japan Friendship Centre for Environmental 
Protection) 

P-35# 福岡・福江・能登における粒子表面積濃度の地域的特徴 

○岩田 歩・栗原一嘉・桐谷美穂・奥田知明（慶應義塾大学）・吉野彩子・
高見昭憲（国立環境研究所）・西田千春・原 圭一郎・林 政彦（福岡大学）・
瀬戸章文・松木 篤（金沢大学）・兼保直樹（産業技術総合研究所）・ 
船戸浩二・井上浩三（東京ダイレック株式会社） 

P-36# 大気中フミン様物質の動態・起源・環境リスクに関する
研究 (2) 

○光川彩夏・大河内 博（早大創造理工）・勝見尚也（石川県立大学）・ 
松木篤（金沢大学環日本海域環境研究センター） 

P-37# 富士山頂における自由対流圏大気ナノ粒子中微量金属
元素の観測 

○宇田颯馬・大河内 博・島田幸治郎（早稲田大学）・米持真一（埼玉県 
環境科学国際センター）・小林 拓（山梨大学）・三浦和彦（東京理科大学）・
加藤俊吾（首都大学東京）・和田龍一（帝京科学大学）・土器屋由紀子・ 
畠山史郎（富士山環境研究センター） 

P-38# Seasonal variation and controlling factors of aerosol acidity 
in Nagoya 

○Qinping Song・Kazuo Osada (Graduate School of Environmental Studies, 
Nagoya University) 

P-39# 多変量解析におけるタイ三都市の PM2.5汚染要因の解明 
○河田玲央奈（高崎経済大学）・Pongpiachan Siwhat（National Institute of 
Development）・Cao Junji（Chinese Academy of Sciences）・飯島明宏 
（高崎経済大学） 

P-40# 新宿区における大気中微小粒子(PM1)の成分分析結果 
〇﨑山浩太（早稲田大学創造理工学研究科）・村田克（早稲田大学）・ 
米持真一（埼玉県環境科学国際センター）  

P-41 光散乱式 PM2.5 計測器における環境依存性の評価 ○山田裕之・菅俣裕貴・浅野崇史（東京電機大学） 

P-42 PM2.5に含まれる有機成分の挙動について（２） 
○内藤季和（千葉県環境研究センター）・市川有二郎（千葉県環境生活部
大気保全課）・堀本泰秀・石原 健・石井克巳（千葉県環境研究センター） 

P-43 2018 年秋季の埼玉県、東京都における草本類花粉飛散 
挙動 

○浅井智裕・王 青躍（埼玉大学大学院理工学研究科） 

P-44 瀬戸内海域における大気学成分の夏季と冬季の比較 
○中村篤博（日本大学生物資源科学部）・金澤啓三（香川高等専門学校 
情報工学科） 

P-45 埼玉県内の都市部/郊外部における PM2.5 中の炭素成分
（炭素-14，EC，OC）の特徴とその比較 

○佐坂公規（埼玉県環境科学国際センター/埼玉大学大学院理工学 
研究科）・王 青躍（埼玉大学大学院理工学研究科）・坂本和彦（埼玉大学
名誉教授） 

P-46 福井県における PM2.5の発生源寄与解析 ○岡 恭子・高岡 大・清水隆浩（福井県衛生環境研究センター） 
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P-47 2018 年 7 月における PM2.5高濃度事例の解析 

○森 育子（(地独)大阪府立環境農林水産総合研究所）・梅津貴史（山形県
環境科学研究センター）・木戸瑞佳（富山県環境科学センター）・石川千晶
（仙台市衛生研究所）・北見康子（茨城県霞ケ浦環境科学センター）・ 
熊谷貴美代（群馬県衛生環境研究所）・長谷川就一（埼玉県環境科学国際
センター）・石原 健（千葉県環境研究センター）・山神真紀子（名古屋市
環境科学調査センター）・寺本佳宏（三重県保健環境研究所）・中坪良平 
（兵庫県環境研究センター）・山本真緒（奈良県景観・環境総合センター）・ 
金津雅紀（島根県保健環境科学研究所）・山村由貴（福岡県保健環境 
研究所）・前田卓磨（長崎県環境保健研究センター）・松本弘子（福岡市 
保健環境研究所）・山口新一（北九州市保健環境研究所）・菅田誠治 
（国立研究開発法人国立環境研究所） 

P-48 ＰＭＦ法を用いた PM2.5へのバイオマス燃焼影響の評価 

○西村理恵（(地独)大阪府立環境農林水産総合研究所）・吉田天平（和歌山
県環境衛生研究センター）・池盛文数（名古屋市環境科学調査センター）・
梅津貴史（山形県環境科学研究センター）・柴田 学（札幌市衛生研究所）・
熊谷貴美代（群馬県衛生環境研究所）・武田麻由子（神奈川県環境科学 
センター）・寺本佳宏（三重県保健環境研究所）・平澤幸代（京都府保健 
環境研究所）・阪井裕貴（奈良県景観・環境総合センター）・浅川大地 
（大阪市立環境科学研究センター）・中川修平（福岡県保健環境研究所）・
菅田誠治（国立研究開発法人国立環境研究所）  

P-49 2016 年 10 月 22 日におけるレボグルコサン高濃度事例の
解析 

○梅津貴史（山形県環境科学研究センター）・柴田 学（札幌市衛生 
研究所）・武田麻由子（神奈川県環境科学センター）・熊谷貴美代（群馬県
衛生環境研究所）・池盛文数（名古屋市環境科学調査センター）・国分秀樹
（三重県保健環境研究所）・西村理恵（(地独)大阪府立環境農林水産総合
研究所）・平澤幸代（京都府保健環境研究所）・杉本恭利（奈良県景観・環
境総合センター）・吉田天平（和歌山県環境衛生研究センター）・浅川大地
（大阪市立環境科学研究センター）・中川修平（福岡県保健環境研究所）・
菅田誠治（国立研究開発法人国立環境研究所） 

P-50 2018 年 4,5 月における PM 2.5高濃度事例の解析 

○梅津貴史（山形県環境科学研究センター）・石川千晶（仙台市衛生研究
所）・木戸瑞佳（富山県環境科学センター）・北見康子（茨城県霞ケ浦環境
科学センター）・熊谷貴美代（群馬県衛生環境研究所）・長谷川就一（埼玉
県環境科学国際センター）・石原健（千葉県環境研究センター）・寺本佳宏
（三重県保健環境研究所）・山本真緒（奈良県景観・環境総合センター）・
中坪良平（兵庫県環境研究センター）・山神真紀子（名古屋市環境科学調
査センター）・金津雅紀（島根県保健環境科学研究所）・松本弘子（福岡市
保健環境研究所）・佐藤拓（北九州市保健環境研究所）・前田卓磨（長崎県
環境保健研究センター）・菅田誠治（国立研究開発法人国立環境研究所） 

P-51 名古屋市南部における海風時 PM2.5の発生源推定 
○山神真紀子・久恒邦裕・池盛文数（名古屋市環境科学調査センター）・
長田和雄（名古屋大学大学院環境学研究科） 

P-52 北海道における 2019年 3月のPM2.5高濃度事例解析 
○秋山雅行（北海道立総合研究機構）・大塚英幸・芥川智子（道総研環境
科学研究センター） 

P-53 浮遊粒子の光散乱と光吸収について: 2017 年と 2018 年
春季天草西岸観測 

○東 泰晟・長沼 歩（熊本県立大学）・小島知子（熊本大学）・張 代洲 
（熊本県立大学） 

P-54 三重県における PM2.5 環境濃度測定の結果について 
（第 3 報） 

○寺本佳宏・小河大樹・松谷知幸・国分秀樹・佐藤邦彦・小川正彦 
（三重県保健環境研究所） 

P-55 仙台市の PM2.5二次生成に係わる無機ガスの調査 
○石川千晶・遠藤仁美・林  英和・赤松哲也・庄司岳志・佐藤修一 
（仙台市衛生研究所） 

P-56 長崎県における PM2.5発生源の地域特性について 
○前田卓磨（長崎県環境保健研究センター）・土肥正敬・田中雄規 
（長崎県県北振興局保健部） 

P-57 通年観測データからみた島根県における PM 2.5 濃度の 
推移 

○金津雅紀・園山隼人・小原幸敏・藤原 誠（島根県保健環境科学研究所） 

P-58 奈良県内の花火要因による PM2.5の局所汚染事例解析 
○山本真緒・杉本恭利・浦西克維・中西 誠（奈良県景観・環境総合 
センター） 

P-59 兵庫県神戸市における PM2.5 中多環芳香族炭化水素類の
分析 

○瀧本充輝・中坪良平・大下佳恵・松村千里・高石 豊（兵庫県環境研究
センター） 

P-60 ＣＭＢ解析によるＰＭ１粒子の発生源寄与推定の試行 ○城 裕樹・小山佑介（さいたま市健康科学研究センター） 

P-61# 横浜における雨と霧雨の特性 ○清水雄太・大石航也・松野千加士・井川 学（神奈川大学工学部） 

P-62# 横浜における靄の特性 ○田中悠作・鈴木 翔・松野千加士・井川 学（神奈川大学工学部） 

P-63# 丹沢大山の霧とパッシブ霧採取器の採取特性 
○濱田康輔・木之下汰世・王一澤・松野千加士・井川 学（神奈川大学 
工学部） 

P-64# 丹沢大山における大気汚染物質の沈着と樹冠との相互
作用 

○王 一澤・大場 亮・松野千加士・井川 学（神奈川大学工学部） 

P-65 摩周湖と釧路の霧中成分の比較 
○山口高志（北海道立総合研究機構環境科学研究センター）・堅田元喜 
（茨城大学） 
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P-66 全環研全国酸性雨調査からみる窒素沈着量 
○岩崎 綾（沖縄県衛生環境研究所）・山口高志（北海道立総合研究機構）・
徳地直子（京都大学） 

P-67 全国酸性雨調査（105）－湿性沈着 
○久恒邦裕（名古屋市環境科学調査センター）・北岡宏道（熊本県保健環
境科学研究所）・宮野高光（広島市衛生研究）・家合浩明（新潟県保健環境
科学研究所）・村野健太郎（京都大学） 

P-68 全国酸性雨調査（106）－フィルターパック法による 
粒子・ガス成分濃度－ 

○岩崎 綾（沖縄県衛生環境研究所）・濱村研吾（福岡県保健環境研究所）・
木戸瑞佳（富山県環境科学センター）・三田村徳子（滋賀県琵琶湖環境 
科学研究センター）・藍川昌秀（北九州市立大学）・向井人史（国立環境 
研究所）・全国環境研協議会酸性雨広域大気汚染調査研究部会 

P-69 全国酸性雨調査（107）－乾性沈着（パッシブ法による 
アンモニア濃度）－ 

○横山新紀（千葉県環境研究センター）・山口高志（（地独）北海道立総合
研究機構環境・地質研究本部環境科学研究センター）・佐久間 隆（宮城県
保健環境センター）・箕浦宏明（（一財）日本環境衛生センター  アジア大
気汚染研究センター）・大原真由美（大気環境学会中国四国    支部）・全
国環境研協議会酸性雨広域大気汚染調査研究部会 

P-70 全国酸性雨調査（108）－乾性沈着(沈着量の推計)－ 
○松本利恵（埼玉県環境科学国際センター）・池田有里（島根県保健環境
科学研究所）・難波江芳子・宇野克之・紺田明宏（愛媛県立衛生環境研究
所）・松田和秀（東京農工大学） 

P-71 EANET 湿性・乾性モニタリングにおける分析精度向上
にむけた解析 

○二見真理・弓場彬江・高橋良太・大泉 毅・箕浦宏明（アジア大気汚染
研究センター） 

P-72 EANET における分析機関間比較調査（降水）の解析結果
について（第 3 報） 

○高橋良太・大泉 毅・佐藤啓市・高橋雅昭・中村久美子（（一財）日本 
環境衛生センター アジア大気汚染研究センター） 

P-73 気象パターン別の降水中イオン成分の特徴：九州西岸に
おける 1996‒2003 年の観測 

○豊永悟史・張 代洲（熊本県立大学） 

P-74 立山における積雪、降水および霧水中の化学成分 
○渡辺幸一・姫 玖玖・砂田悠太朗・尾形佳行・荒木幸洋（富山県立 
大学）・朴木英治（富山市科学博物館） 

P-75# 大気中陰イオン界面活性物質の動態と起源推定(8) 
○張 晶瑩・大河内 博・光川彩夏・村上周平（早稲田大学）・勝見尚也・
皆巳幸也（石川県立大学）・松木 篤（金沢大学） 

P-76# 鉱物エアロゾル上における ROS 生成誘因有機化合物の
二次生成 

○春井直斗・亀田貴之・Yatong Gao・Dule・東野 達（京都大学大学院・
エネルギー科学研究科） 

P-77 大気粒子による活性酸素種産生に対する多環芳香族 
炭化水素キノン類の寄与評価 

〇鳥羽 陽・寺村優希・森井彩香・川井 萌・深川真夢・本間千春（金沢大
医薬保）・唐 寧（金沢大医薬保/金沢大環日本海域環境研究セ）・早川和一
（金沢大環日本海域環境研究セ） 

P-78 大気環境中における六価クロムの LC-ICP-MS を用い
た分析事例 

○小山佑介・城 裕樹（さいたま市健康科学研究センター） 

P-79 化学物質の大気中濃度シミュレーションの精度検証 
方法の検討 

○近藤啓子・竹田宜人・ 松崎 寿（独立行政法人 製品評価技術基盤機構）・
田原るり子・芥川智子（地方独立行政法人 北海道立総合研究機構） 

P-80 環境大気中の N-ニトロソアミン化合物分析法の検討 
○松谷 亮（新潟県保健環境科学研究所/アジア大気汚染研究センター）・
関川真也・水戸部英子・家合浩明（新潟県保健環境科学研究所） 

P-81# 富士山頂での火山性ガスの越冬モニタリングシステム
の構築 

○高橋智樹・千島 峻・加藤俊吾（首都大学東京）・三浦和彦（東京理科 
大学）・大河内  博（早稲田大学）・鴨川  仁（静岡県立大学）・ 
土器屋由紀子（富士山環境研究センター） 

P-82# 牛舎内に揮散した大気アンモニア濃度の変動要因の 
解析 

○田村 駿・堅田元喜・黒田久雄・久保田智大・路川 強・小針大助 
（茨城大学） 

P-83# 日用香料品から放散される VOCs の分析 ○何 雯雯・小山 茜・奥田知明（慶應義塾大学理工学部） 

P-84# 突発性環境不耐症対策マスクの開発の試み ○小山 茜・何 雯雯・奥田知明（慶應義塾大学理工学部） 

P-85 Indoor air quality evaluation of e-cigarette use ○西田尚史・小瀧美里（日本たばこ産業株式会社） 

P-86 空気清浄機の使用が家屋内の粒子状物質濃度に与える
影響 

○余田佳子（兵庫医科大学公衆衛生学）・田村憲治（国立環境研究所）・ 
足立 祥（エコチル調査兵庫ユニットセンター）・大谷成人（兵庫医科大学
公衆衛生学）・島 正之（兵庫医科大学公衆衛生学/エコチル調査兵庫 
ユニットセンター） 

P-87 ACF(高活性炭素繊維)フェンスの NO 除去率評価方法の
検討 

○豊田一貴（大同大学大学院）・神﨑隆男（大同大学）・北田敏廣（豊橋 
技術科学大学）・吉川正晃（大阪ガス(株)） 

P-88 高速道路盛土法面の植生が及ぼす大気質への局地的 
影響の予備的観測 

○堅田元喜（茨城大学）・渡邊未来・高橋晃子（国立環境研究所）・ 
福島慶太郎（京都大学）・久保田智大・及川真平・高瀬 唯・榎本忠夫・ 
坂上伸生（茨城大学） 

P-89# カンボジア・シェムリアップ アンコール地域における
大気汚染と熱帯性豪雨の化学組成に及ぼす影響 

○梶川友貴・大河内 博・中野孝教・島田幸治郎・内田悦生・中川 武 
（早稲田大学）・松井敏也（筑波大学）・石塚充雅（日本国政府アンコール
遺跡救済チーム）・荒井豊明（トランステック株式会社）・宇田川 智 
（東京ダイレック株式会社）・PHORSDA Phul・LAY Poty・HANG Peou
（APSARA National Authority） 
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P-90 都市域で検知されるバックグラウンド O3の増減 
○吉門 洋・河内 奨（日本気象協会）・清水彩加・杉俣哲太郎（東京都 
環境局） 

P-91 Regression Kriging 法を用いた九州地域における PM2.5  

濃度の空間分布推定 

○小原大翼・山本裕典・（熊本県保健環境科学研究所）・豊永悟史（熊本県
阿蘇保健所）・古澤尚英（熊本県環境生活部環境局環境保全課）・山崎文雅
（熊本県保健環境科学研究所）・松﨑達哉（熊本県環境生活部環境局環境
保全課） 

P-92 微小粒子状物質常時監視測定局適正配置の検討に 
ついて 

○古澤尚英（熊本県環境生活部環境局環境保全課）・豊永悟史（熊本県阿
蘇保健所）・小原大翼・山本裕典・（熊本県保健環境科学研究所）・ 
矢野弘道（熊本県環境生活部環境局環境保全課）・山崎文雅（熊本県保健
環境科学研究所） 

P-93 都内における有機マーカーを用いたレセプターモデル
による PM2.5発生源寄与の推定 

○河内 奨・清水彩加・杉俣哲太郎（東京都環境局）・齊藤伸治・星 純也
（（公財）東京都環境公社東京都環境科学研究所） 

P-94 2018 年夏季における東京臨海部の大気汚染物質の挙動 
○齊藤伸治・鶴丸 央・星 純也（（公財）東京都環境公社東京都環境科学
研究所）・久恒邦裕（名古屋市環境科学調査センター）・長田和雄（名古屋
大学）・河内 奨・清水彩加・杉俣哲太郎（東京都環境局）・ 

P-95 東京都区部における PM 1.0 通年観測結果と高濃度 
PM 2.5 事例発生要因への寄与の検討 

○鶴丸 央・齊藤伸治（（公財）東京都環境公社東京都環境科学研究所） 

P-96 長崎県福江島における近年のエアロゾル化学成分の 
変化 

○吉野彩子・高見昭憲（国立環境研究所）・原 圭一郎・西田千春・ 
林 政彦（福岡大学）・2)，鵜野伊津志（九州大学応用力学研究所） 

P-97 
Measurement and behavior analysis of atmospheric 
polycyclic aromatic hydrocarbons in different particulate 
sizes in Shanghai, China 

〇WanLi Xing・Lulu Zhang・Lu Yang・QuanYu Zhou・Xuan Zhang (Graduate 
School of Medical Sciences, Kaznazawa University)・Qing Wu・Zhijun Zhou 
(Fudan University School of Public Health)・Akira Toriba (Institute of Medical, 
Pharmaceutical and Health Sciences, Kanazawa University)・Kazuichi Hayakawa 
(Institute of Nature and Environmental Technology, Kanazawa University)・
Ning Tang (Institute of Nature and Environmental Technology, Kanazawa 
University/Institute of Medical, Pharmaceutical and Health Sciences, Kanazawa 
University) 

P-98 東京都内河川上流域における窒素濃度経年変化及び 
窒素飽和 

○釜谷光保・東野和雄・飯村文成・下間志正（公益財団法人東京都環境 
公社東京都環境科学研究所） 

P-99 東アジアモニタリングネットワーク（EANET）国内遠隔
地域局における高濃度事例の解析 

○弓場彬江・箕浦宏明・（一般財団法人日本環境衛生センターアジア大気 
汚染研究センター） 

P-100 衛星観測結果を用いた東南アジアの NH3変動解析 
○桐山悠祐・黒川純一・佐藤啓市（一般財団法人日本環境衛生センター 
アジア大気汚染研究センター） 

P-101 北半球高緯度地域の大気質に対するアジア起源の排出
影響 

○山地一代（神戸大学）・竹谷文一・滝川雅之・金谷有剛（海洋研究開発
機構）・茶谷 聡（国立環境研究所） 

P-102# 鳥取沿岸域における大気汚染物質の濃度変動要因解析：
窒素化合物を中心に 

○野尻亮太（大阪府立大学大学院工学研究科）・長田和雄（名古屋大学 
大学院環境学研究科）・黒崎泰典（鳥取大学乾燥地研究センター）・ 
梶野瑞王（気象研究所）・松岡雅也・定永靖宗（大阪府立大学大学院 
工学研究科） 

P-103# 富士山体を利用した自由対流圏および大気境界層に 
おける雲水化学特性(6) 

○大力充雄・大河内 博・中村 恵（早稲田大学）・勝見尚也・皆巳幸也 
（石川県立大学）・米持真一（埼玉県環境科学国際センター）・三浦和彦 
（東京理科大学）・加藤俊吾（首都大学東京）・和田龍一（帝京科学大学）・
竹内政樹（徳島大学）・戸田敬（熊本大学）・土器屋由紀子・畠山史郎 
（富士山環境研究センター） 

P-104 半乾燥草原に生育する灌木種に及ぼすオゾン曝露と 
水欠乏の複合影響 

○清水英幸（国立環境研究所）・安萍（鳥取大学乾燥地研究センター）・ 
鄭 元潤・許 振柱（中国科学院植物研究所） 

P-105 森林生態系における生物・環境モニタリング手法の確立 

○家合浩明（新潟県保健環境科学研究所）・清水英幸（国立環境研究所）・
遠藤朋美・佐藤詩乃（新潟県保健環境科学研究所）・山口高志（北海道立
総合研究機構）・内田暁友（斜里町立知床博物館）・浅沼孝夫（(有)ククマ
システムデザイン）・和田 覚（秋田県林業研究研修センター）・美澤克俊・
井口大輔・小田祐一（静岡県環境衛生科学研究所）・中島春樹（富山県 
農林水産総合技術センター森林研究所）・國永知裕（福井県自然保護セン
ター）・水谷瑞希（信州大学教育学部附属志賀自然教育研究施設）・ 
西本 孝（元岡山県自然保護センター）・須田隆一・石間妙子・濱村研吾・
中川修平（福岡県保健環境研究所）・河野公亮・大森由紀（大分県衛生 
環境研究センター）・高橋善幸（国立環境研究所） 

P-106 
コシヒカリ Kasalath 由来染色体断片置換系統群を用い
たオゾンによるイネの不稔増加に関与する遺伝子座の
推定 

○澤田寛子（国立環境研究所/農研機構・中央農業研究センター）・ 
玉置雅紀（国立環境研究所） 

P-107 林縁と林内の窒素沈着量の違いが森林の生産性と 
光合成窒素利用特性に与える影響 

○渡辺 誠・則定優成（東京農工大学）・黄瀬佳之（山梨大学）・山口高志
（北海道立総合研究機構）・中山理智・福島慶太郎・舘野隆之輔 
（京都大学）・永野博彦・小嵐 淳（日本原子力研究開発機構）・堅田元喜
（茨城大学） 

P-108 水稲（コシヒカリ）の収量を対象としたオゾンの 
クリティカルレベル評価に用いるオゾン指標の検討 

○米倉哲志・王 効挙・三輪 誠（埼玉県環境科学国際センター） 
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P-109 ヒト肺胞上皮細胞株 A549 における Cu および Si 粒子
の物理的特性と炎症関連遺伝子発現の関連性 

○細谷純一・伊藤 剛（日本自動車研究所）・石井幸雄（筑波大学）・ 
坂本和彦（埼玉大学名誉教授）・内山巌雄（京都大学名誉教授） 

P-110 PAH 分子種によるミジンコ繁殖毒性の差異 
○長江真樹・冨田幸則（長崎大学大学院）・木本光海（長崎大学環境科学
部）・山口真弘・久保 隆・高尾雄二（長崎大学大学院水産・環境科学総合
研究科） 

P-111 熱ストレスに対する感受性差と免疫応答－熱中症 
モデルマウスを用いた解析－ 

○小池英子・柳澤利枝（国立環境研究所環境リスク・健康研究センター） 

P-112# Regression Kriging 法による国内大気汚染物質濃度分布
の推定と経年変化 

○久保秀貴・山本浩平・松ヶ迫直也・東野  達（京都大学大学院 
エネルギー科学研究科） 

P-113# Land Use Regression (LUR)モデルに基づき GIS 上で推定
した NO2濃度値の検証 

○荒井裕春・福尾 彩（横浜国立大学大学院環境情報学府・研究院）・ 
福崎有希子（横浜国立大学大学院環境情報学府・研究院/横浜市環境科学
研究所）・丸山隆太・中井里史（横浜国立大学大学院環境情報学府・ 
研究院） 

P-114 大気環境対策便益評価ツールの開発 －概要とプロト 
タイプの紹介－ 

○井上和也（産総研安全科学研究部門） 

P-115# 車載型排出ガス計測データに基づく交通要素を用いた
ディーゼル乗用車の排出ガス予測に関する研究 

○阿部誠也・佐々木凌太・長澤 剛・小酒英範・佐藤 進（東京工業大学）・
丹下 健（日本特殊陶業）・田中光太郎（茨城大学） 

P-116 三元触媒の劣化に伴う自動車排出ガス中の揮発性有機
化合物の排出特性 

小林 修（東京大学大学院新領域創成科学研究科）・秦 寛夫（東京大学 
大学院新領域創成科学研究科/東京都環境科学研究所）・岡田めぐみ（東京
都環境科学研究所）・○戸野倉賢一（東京大学大学院新領域創成科学研究
科） 

P-117 小型使用過程車コールドスタート時のエアコン使用が
VOC 排出量に与える影響 

○岡田めぐみ・舟久保千景・陸田雅彦（（公財）東京都環境公社東京都 
環境科学研究所）・門屋真希子（東京都環境局）・秦 寛夫・柳井孝一・ 
我部正志（（公財）東京都環境公社東京都環境科学研究所） 

P-118 大型使用過程車からの VOC 排出に関する調査 
○舟久保千景・岡田めぐみ・陸田雅彦（（公財）東京都環境公社東京都 
環境科学研究所）・門屋真希子（東京都環境局）・秦 寛夫・柳井孝一・ 
我部正志（（公財）東京都環境公社東京都環境科学研究所） 

P-119 GC/MSおよびFD-MSの組合せ解析によるタール中PAH
の挙動 

○村上高広・安田 肇（国立研究開発法人産業技術総合研究所） 

P-120 船舶起源大気汚染物質の排出量インベントリの構築 ○櫻井達也・伊藤美羽（明星大学） 

P-121 2015 年度版 PM2.5排出インベントリの改良  
1. 全体構成と発生源プロファイル 

○森川多津子（一財)日本自動車研究所）・笛木章亘・伊藤慎司（NTT 
データ CCS(株)）・新田竜太・佐藤 厚（数理計画(株)）・梅崎良樹・ 
小島建太（社会システム(株)） 

P-122 2015 年度版 PM2.5排出インベントリの改良  
2. 固定発生源等の排出 

○笛木章亘・伊藤慎司（NTT データ CCS(株)）・森川多津子（一財)日本 
自動車研究所）・新田竜太・佐藤 厚（数理計画(株)）・梅崎良樹・小島建太
（社会システム(株)） 

P-123 2015 年度版 PM 2.5排出インベントリの改良  
3. 自動車排出量推計 

○新田竜太・佐藤 厚（数理計画(株)）・森川多津子（一財)日本自動車 
研究所）・笛木章亘・伊藤慎司（NTT データ CCS(株)）・梅崎良樹・ 
小島建太（社会システム(株)） 

P-124 ばい煙用ダストモニタ測定値と JIS Z 8808 による分析
値との等価性評価方法の検討 

○和田匡司（大阪府立環境農林水産総合研究所）・辻 正資（関西オート 
メイション株式会社） 

P-125# 茨城県における大気アンモニア濃度の多地点観測と 
季節変動要因の解析 

○久保田智大・堅田元喜・黒田久雄・中里亮治・樽井美香（茨城大学）・
渡邊未来（国立環境研究所）・松本俊一（茨城県県西県民センター）・ 
中川圭太（茨城県霞ケ浦環境科学センター）・沼田康子（茨城県企業局 
水質管理センター）・中川 惠・篠原隆一郎（国立環境研究所）・大内孝雄・
細井寛文（茨城県霞ケ浦環境科学センター）・福島慶太郎・五十嵐康人 
（京都大学）・今村直広（森林総合研究所） 

P-126# 多層陸面モデルを用いた真菌胞子の森林上空への乱流
拡散過程の解析 

○南 光太郎・堅田元喜・北 和之（茨城大学）・反町篤行（福島県立医科 
大学）・保坂健太郎（国立科学博物館） 

P-127# 緩和渦集積法を用いた東京郊外の森林における硝酸 
ガスフラックスの季節変化 

○笠原健太（東京農工大学大学院農学府）・反町篤行（東京農工大学 
大学院農学府/福島県立医科大学）・堅田元喜（茨城大学）・松田和秀 
（東京農工大学大学院農学府） 

P-128# EANET フィルターパック法における NH4NO3 粒子の 
アーティファクト補正法の開発 

○井上椋太（東京農工大学大学院農学府）・山口高志・野口 泉（北海道立
総合研究機構）・反町篤行（東京農工大学大学院農学府/福島県立医科 
大学）・松田和秀（東京農工大学大学院農学府） 

P-129# ガス状物質の乾性沈着抵抗モデルの更新と乾性沈着量
の推計 

○山賀桜子（東京農工大学大学院農学府）・伴 聡美（一般財団法人日本 
環境衛生センター）・松田和秀（東京農工大学大学院農学府） 

P-130# 緩和渦集積法による東京郊外の森林における NH3 交換
フラックス 

○森岡知也（東京農工大学大学院農学府）・佐瀬裕之（アジア大気汚染 
研究センター）・松田和秀（東京農工大学大学院農学府） 

P-131# 横浜における大気中微量ガス成分の経年推移と濃度 
支配要因 

○井上進夢・久保田 空・松野千加士・井川 学（神奈川大学工学部） 
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P-132# 横浜と大山における揮発性有機化合物の分析とその 
濃度支配要因 

○岩瀬巧己・紺矢恭兵・松野千加士・井川 学（神奈川大学工学部） 

P-133# 横浜のエアロゾルの経年変化と越境汚染の影響 ○森 洋介・大塚 裕・松野千加士・井川 学（神奈川大学工学部） 

P-134# 蛍光 X 線分析法によるエアロゾルの分析 ○富山裕生・武田悠花・松野千加士・井川 学（神奈川大学工学部） 

P-135 ヨウ素分子 I2の乾性沈着地表面抵抗の評価（室内実験） ○忽那周三・兼保直樹（（国研）産業技術総合研究所） 

P-136 ドローンを使用した火山性ガス中の水銀と二酸化硫黄
の鉛直濃度分布観測 

○丸本幸治（国立水俣病総合研究センター）・新村太郎（熊本学園大学）・
野田和俊（産業技術総合研究所） 

P-137 ゲリラ豪雨生成機構解明のための多点観測対応型自動
雨水採取装置の開発 

〇藤原博伸・大河内 博・須合俊貴・内山竜之介・中野孝教（早稲田大学）・
鴨川 仁（静岡県立大学グローバル地域センター） 

P-138 吸収分光法による大気メタン用小型測定装置の開発 ○近江大次郎・戸野倉賢一（東京大学大学院新領域創成科学研究科） 

P-139# キノキサリン合成によるジカルボニル化合物測定法の
開発 

〇矢作聡史（東京農工大学）・竹村真莉奈・河野七瀬・周 俊（京都大学）・
坂本陽介（京都大学/国立環境研究所）・定永靖宗（大阪府立大学）・ 
佐藤  圭（国立環境研究所）・加藤俊吾（首都大学東京 )・中嶋吉弘 
（東京農工大学）・村野健太郎（京都大学)・梶井克純（京都大学/国立環境
研究所） 

P-140# 
Assessment of the ozone formation sensitivity in the Mexico 
City Metropolitan Area using observational data from the 
Ozone Monitoring Instrument 

○ Jairo Vazquez Santiago (Graduate School of Frontier Sciences, 
The University of Tokyo)・Kazuya Inoue National Institute of Advanced 
Industrial Science and Technology ()・Kenichi Tonokura (Graduate School of 
Frontier Sciences, The University of Tokyo) 

P-141# 大気質モデルによるアンモニア濃度を対象とした各種
発生源の感度解析 

○伊藤美羽・櫻井達也（明星大学理工学部総合理工学科）・吉岡実里 
（日本エヌ・ユー・エス株式会社） 

P-142# 自己組織化マップを用いた鳥取県内の大気汚染物質の
時系列予測 

○宅野将司（国立米子工業高等専門学校）・権田英功（鳥取県衛生環境 
研究所）・宮田仁志（国立米子工業高等専門学校）・佐々木惣一郎（鳥取県
衛生環境研究所） 

P-143# 格子解像度が実街区内の気流・ガス拡散に及ぼす影響 
○田野貴大（近畿大学大学院）・道岡武信（近畿大学）・佐藤  歩 
（電力中央研究所） 

P-144# Convolutional neural network と Long short term memory
を用いた PM2.5濃度の予測 

○井上和司・岩田 歩・奥田知明（慶應義塾大学理工学部） 

P-145 機械学習を用いた大気環境数値予測の精度向上の試み ○弓本桂也・鵜野伊津志・王 哲（九州大学応用力学研究所） 

P-146 大気質モデル検証のための PM2.5立体観測 

○森野 悠（国立環境研究所）・熊谷貴美代（群馬県衛生環境研究所）・ 
中山智喜（長崎大学）・山本祐志（グリーンブルー株式会社）・清水 厚 
（国立環境研究所）・櫻井元樹（株式会社アイ・アール・システム）・ 
高見昭憲・田邊 潔・菅田誠治・佐藤 圭（国立環境研究所） 

P-147 SPECIATE データベース解析に基づく 
発生源プロファイルの再構築 

飯島明宏・○渡邊雅子（高崎経済大学）・熊谷貴美代・田子 博・齊藤由倫
（群馬県衛生環境研究所） 

P-148 
シミュレーション手法を用いた地方自治体における 
アスベスト（レベル３建材）対策のための立入計画の 
最 適化 

○豊永悟史（熊本環境政策研究会/熊本県阿蘇保健所）・古澤尚英（熊本 
環境政策研究会/熊本県環境生活部環境局環境保全課）・小原大翼（熊本 
環境政策研究会/熊本県保健環境科学研究所）・宮崎康平（熊本環境政策 
研究会/熊本県環境センター） 

P-149# 小型電気化学センサを用いた実大気中での大気汚染 
物質の測定 

○千島 峻・高橋智樹（首都大学東京）・松見 豊（名古屋大学）・加藤俊吾
（首都大学東京） 
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＜第２日目 ９月１９日（木）午前＞ 

Ａ会場 粒子状物質２（現象解明・事例解析） 

座長：池盛文数（名古屋市環境科学調査センター） 

2A0900 堺市で観測した大気エアロゾル金属成分の経年変化 ○伊藤憲男・溝畑 朗（大阪府立大学） 

2A0915 
山形県における果樹剪定枝等の燃焼による PM2.5 への 
影響 

○梅津貴史（山形県環境科学研究センター）・遠藤昌樹（山形県環境科学
研究センター・山形県村山総合支庁環境課）・鈴木晃功（山形県環境科学
研究センター・山形県庄内総合支庁環境課）・逸見祐樹（山形県環境科学
研究センター・山形県置賜総合支庁環境）・成田弥生 （山形県環境科学 
研究センター・山形県最上総合支庁環境課）髙山賢太郎（山形県環境科学
研究センター・山形県置賜総合支庁環境）・松林 茂（山形県環境科学研究
センター） 

2A0930 
Chemical characteristics of PM2.5 from incense 
sticks and candles 

○Oanh Pham・Yasuaki Maeda・Yusuke Fujii・Norimichi Takenaka（Osaka 
Prefecture University） 

2A0945 
放射性炭素同位体（14C）を用いた東京都心部の PM2.5の
発生源推定 

○星 純也・國分優孝・増田龍彦・齊藤伸治・高橋和清・上野広行（（公財）
東京都環境公社 東京都環境科学研究所） 

2A1000 
神奈川県における有機指標成分濃度の実態把握及び
PMF 法による発生源解析結果 

○武田麻由子・小松宏昭・石割隼人（神奈川県環境科学センター）・ 
福崎有希子・楳原正敬（横浜市環境科学研究所）・白砂裕一郎・安部拓海
（横浜市環境創造局環境管理課監視センター）・高垣勇介（川崎市環境 
総合研究所）・田中佑典（川崎市健康安全研究所） 
（神奈川県公害防止推進協議会 PM2.5等対策検討部会） 

 

座長：星 純也（東京都環境科学研究所） 

2A1015 
2019 年 2 月下旬から 3 月上旬の北海道における PM2.5 

高濃度事例解析―テープろ紙の有機トレーサー成分 
測定とその特徴― 

○池盛文数（名古屋市環境科学調査センター）・ 浦西克維（大阪大学）・
浅川大地（大阪市立環境科学研究センター）・菅田誠治（国立環境研究所） 

2A1030 
北海道における最近の PM2.5 上昇について-無機元素を
中心に- 

○大塚英幸・芥川智子（北海道立総合研究機構 環境科学研究センター）・
秋山雅行（北海道立総合研究機構） 

2A1045 
粒子元素組成と大気主成分 oxidative ratio の同時 
観測による PM2.5 高濃度イベントの解析 (2) －春季 
イベントへの適用 

○兼保直樹・石戸谷重之（産業技術総合研究所）・水野裕介（株式会社 
堀場製作所） 

2A1100 
南極観測で放出される多環芳香族炭化水素類の測定と
光分解 

○竹中規訓（大阪府立大学人間社会システム科学研究科）・Pham Kim Oanh
（大阪府立大学工学研究科）・野呂和嗣（大阪府環境農林水）・藤井佑介 
（大阪府立大学人間社会システム科学研究科） 

2A1115 大気エアロゾルおよびガス相中メチルアミンの測定 
○松本 潔（山梨大学大学院総合研究部）・平井亜季（山梨大学生命環境 
学部） 

 

 

C 会場 室内環境／沿道環境 

座長：板野泰之（大阪市立環境科学研究センター） 

2C0900 
日本の市販の紙巻たばこから排出される無機元素の 
定量 

○本多将俊（環境省環境調査研修所） 

2C0915 
Characteristics of gas phase carbonyl emission and 
excess risk from incense tick burning 

○Nguyen Nhu Bao Chinh（大阪府立大学・ホーチミン市自然科学大学)・
To Thi Hien（ホーチミン市自然科学大学）・竹中規訓（大阪府立大学) 

2C0930 
室内環境における清掃作業時及び作業後の PM2.5・PM10

濃度の経時変化 ～福島第一原発近傍の住宅における
清掃作業～ 

○篠原直秀（産業技術総合研究所）・吉田浩子（東北大学） 

2C0945 地下鉄駅構内空気中粒子状物質の特性調査 
○奥田知明・坂出壮伸・岩田 歩（慶應義塾大学理工学部）・藤原 基 
（マン・ウント・フンメル・ジャパン株式会社） 

 

座長：本多将俊（環境省環境調査研修所） 

2C1000 アフリカ・ルワンダにおける大気汚染 

○依田隆志・山口高明・松川宗夫（日本気象協会）・松本佳宣（慶応義塾
大学）・石垣 陽（電気通信大学）・江藤和子（堀井学園横浜創英大学）・ 
柴田陽子（個人参加）・Ggombe Kasim Munyege（Mazima Research 
Consultancy）・Elisephane Irankund（ザ・イースト・アフリカン大学） 

2C1015 
インドネシア・ジャカルタにおけるＡＣＦ大気浄化 
ユニットの効果検証 

○吉川正晃（大阪ガス株式会社)・北田敏廣（豊橋技術科学大学） 
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2C1030 
街路樹のある沿道に設置された ACF フェンスによる
NO2 濃度軽減の数理評価：ジャカルタの一例 

○北田敏廣（豊橋技術科学大学）・吉川正晃（大阪ガス株式会社）・ 
関下信正（豊橋技術科学大学） 

2C1045 
化学反応を考慮した CFD モデルによる沿道大気質に 
対する街路樹の影響評価 

○田中秀和・松尾智仁・嶋寺 光・近藤 明（大阪大学） 

2C1100 交通規制に伴う NOx排出特性の変化 ○板野泰之（大阪市立環境科学研究センター）・和田龍一（帝京科学大学） 

 

 

D 会場 疫学/リスク評価 

座長：堺 温哉（日本自動車研究所） 

2D0900 
機械学習を用いた過去 30 年間にわたる全国スケール 
PM2.5曝露濃度推計  

○荒木 真（大阪大学）・島 正之（兵庫医科大学）・山本浩平 
（京都大学） 

2D0915 福岡市における熱中症救急搬送と気象条件との関連 
○宇野映介（福岡市保健環境研究所）・藤瀬朋子（福岡市保健福祉局）・
松本弘子（福岡市保健環境研究所） 

2D0930 非線形回帰モデルを用いたオゾンの健康影響評価 
長谷川博史（京都大学）・○上田佳代（京都大学）・Seposo Xerxes 
（長崎大学）・板野泰之（大阪一律環境科学研究センター）・本田晶子 
（京都大学）・高野裕久（京都大学） 

2D0945 ウランバートルの大気汚染のリスク評価 ○山下 研（アジア大気汚染研究センター）・仲田伸也（数理計画） 

 

座長：上田佳代（京都大学） 

2D1000 東京都区内の大気汚染物質濃度の平日と休日の比較 
○堺 温哉（日本自動車研究所）・伊藤 剛（日本自動車研究所）・ 
伊藤晃佳（日本自動車研究所）・飯島明宏（高崎経済大学）・井上和也 
（産業技術総合研究所）・中井里史（横浜国立大学） 

2D1015 
日本の大気中二酸化窒素濃度に影響する気象条件の 
探索 〜解析地区の選定〜 

○大山正幸（大阪健康安全基盤研究所）・松井啓史（大阪健康安全基盤研
究所）・東賢一（近畿大学）・峰島知芳（国際基督教大学）・板野泰之（大
阪市立環境科学研究センター）・竹中規訓（大阪府立大学）・三山豪士（大
阪健康安全基盤研究所） 

2D1030 
日本の大気中二酸化窒素濃度に影響する気象条件の 
探索 〜時系列解析を用いて〜 

○三山豪士（大阪健康安全基盤研究所）・松井啓史（大阪健康安全基盤 
研究所）・東 賢一（近畿大学）・峰島知芳（国際基督教大学）・ 
板野泰之（大阪市立環境科学研究センター）・竹中規訓（大阪府立大学）・
大山正幸（大阪健康安全基盤研究所） 

2D1045 
姫路市における大気中微小及び粗大粒子の化学成分 
濃度と喘息発作との関連  

○島 正之（兵庫医科大学）・余田佳子（兵庫医科大学） 

 

 

E 会場 数値解析・モデリング 

座長：板橋秀一（電力中央研究所） 

2E0900 
光化学指標の衛星観測データを用いた地表オゾン排出
削減感度推定の高精度化 

○井上和也（産総研 安全科学研究部門） 

2E0915 
CMAQ の洋上ハロゲン過程が日本におけるオゾン濃度再
現性に及ぼす影響の評価 

○新谷創磨・嶋寺 光（大阪大学）・山地一代（神戸大学）・茶谷 聡 
（国立環境研究所）・松尾智仁・近藤 明（大阪大学） 

2E0930 
2016 年度の PM2.5とオゾン濃度に対する発生源感度・寄
与の包括的解析～BFM による発生源感度概観～ 

○茶谷 聡（国立環境研究所）・嶋寺 光（大阪大学）・板橋秀一（電力中央
研究所）・山地一代（神戸大学） 

2E0945 
2016 年度の PM2.5とオゾン濃度に対する発生源感度・寄
与の包括的解析～3 手法による発生源感度・寄与の相
互比較～ 

○茶谷 聡（国立環境研究所）・嶋寺 光（大阪大学）・板橋秀一（電力中央
研究所）・山地一代（神戸大学） 

 

座長：井上和也（産業技術総合研究所） 

2E1000 
海洋地球研究船「みらい」での大気エアロゾル観測デ
ータを用いた大気化学輸送モデル「 IMPACT」の評価 

○伊藤彰記・宮川拓真・竹谷文一・金谷有剛（海洋研究開発機構） 

2E1015 半球モデル ○板橋秀一（一般財団法人 電力中央研究所） 

2E1030 
WRF/CMAQ を用いた近畿圏における過去 50 年間の大気
質変動のモデリング 

○窪田桃子・嶋寺 光・松尾智仁・近藤 明（大阪大学） 

2E1045 
舶用ジェット式スクラバによる BC 粒子除去メカニズ
ム解明に向けた数値計算 

○馬 驍・益田晶子（国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術安全 
研究所） 
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2E1100 
化学輸送モデルとライダー観測データを用いた近畿と
その周辺地域上空のエアロゾル鉛直分布について 

○山本勝彦・奥村智憲（(地独)大阪府立環境農林水産総合研究所）・ 
小松宏昭（神奈川県環境科学センター）・清水 厚・菅田誠治（国立環境 
研究所） 

 

 

F 会場 酸性雨 

座長：藍川昌秀（北九州市立大学） 

2F0900 
冬季季節風時における多雪山地の降雪中非海塩起源 
硫酸イオン濃度 

○横山新紀（千葉県環境研究センタ－） 

2F0915 
冬季季節風時における多雪山地の降雪中非海塩起源 
硫酸イオン濃度（２） 

○横山新紀（千葉県環境研究センタ－） 

2F0930 東京都狛江市における NO3
-/nssSO4

2-濃度比の経年変化 
○齋野広祥（東京理科大学）・速水 洋（東京理科大学・電力中央研究所）・
三浦和彦（東京理科大学） 

2F0945 
ネットワーク観測（1990～2017 年）による首都圏の 
降水のｐＨ及び化学成分イオン濃度の長期的動向 

○田中 茂（慶應義塾大学理工学部）・葛永 正・原朋子（ＳＴパート 
ナーズ）・祐川湧哉（東京成徳大学高等学校） 

 

座長：横山新紀（千葉県環境研究センター） 

2F1000 
北九州市における FP 法によるガス/粒子状物質 daily
観測 

○藍川昌秀・鈴木美羽・村上拓弥・広川浩太郎（北九州市立大学） 

2F1015 
北海道におけるアンモニウム塩の挙動 –中国の SO2  
排出量減少の影響- 

○野口 泉・山口高志（北海道立総合研究機構） 

2F1030 
伊自良湖集水域における酸性化・窒素飽和と近年の 
回復 

○佐瀨裕之（アジア大気汚染研究センター）・高橋正通（森林総合研究所）・
大泉毅（アジア大気汚染研究センター）・松田和秀（東京農工大学） 

2F1045 
化学・安定同位体分析を用いた都市型豪雨の実態と 
生成機構の解明 (3) 

○須合俊貴・大河内 博・内山竜之介・中野孝教・藤原 博（早稲田大学 
創造理工学研究科）・鴨川 仁（静岡県立大学グローバル地域センター） 

 

 

G 会場 固定発生源／移動発生源 

座長：箕浦宏明（アジア大気汚染研究センター） 

2G0900 廃漁網の燃料化の検討 ○丹羽 忍（北海道立総合研究機構 環境科学研究センター） 

2G0915 
排ガス中のダスト濃度自動計測器の JIS 制定に向けた
検討 

○芥川智子・酒井茂克（（地独）北海道立総合研究機構環境科学研究 
センター）・田中敏文（（株）田中電気研究所） 

2G0930 2017 年頃の自動車の燃費性能・排気の状況について ○近藤美則（国立環境研究所） 

2G0945 
RSD を用いた走行車両からの排出ガス実態について
（2018 年度） 

○佐藤 厚・岡部 順・新田竜太・平田貴子（株式会社 数理計画） 

 

座長：近藤美則（国立環境研究所） 

2G1000 東京における自動車からの NH3排出率 
○長田和雄（名古屋大学環境学研究科）・齊藤伸治・鶴丸 央・星 純也 
（東京都環境科学研究所） 

2G1015 
ディーゼル市バスの営業運行中の NOx real world 
emission 

○箕浦宏明（アジア大気汚染研究センター）・丹下 健（日本特殊陶業）・
王 丕维・ 欧 健（廈門市監測センター） 

2G1030 
ディーゼル自動車排気ガスに含まれる亜硝酸の排出 
係数の決定 

○中嶋吉弘・豊田瑛大（東京農工大学大学院農学府）・今野秀典・ 
近藤美則（国立環境研究所） 

2G1045 
PEMS を用いた大型自動車の路上走行の結果に関する 
報告  

○秦 寛夫・陸田雅彦・星 純也（東京都環境科学研究所）・國領和夫・ 
尾形竹彦（現代企画社） 

2G1100 
最新の排出ガス基準に適合する大型使用過程車の PM 
排出量（尿素の分解生成物）について 

○陸田雅彦・星 純也（（公財）東京都環境公社 東京都環境科学研究所） 
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＜第３日目 ９月２０日（金）午前＞ 

Ａ会場 粒子状物質２（現象解明・事例解析） 

座長：関口和彦（埼玉大学） 

3A0900 
化学輸送モデルを用いた近年のPM2.5濃度減少の解析に
ついて 

○小松宏昭（神奈川県環境科学センター）・原政之（埼玉県環境科学国際
センター）・浦西克維（奈良県景観・環境総合センター）・菅田誠治 
（国立研究開発法人国立環境研究所） 

3A0915 
太平洋高気圧勢力下におけるPM2.5濃度上昇要因の化学
輸送モデルを用いた解析 

○山村由貴・新谷俊二・力寿雄・中川修平（福岡県保健環境研究所）・鵜
野 伊津志（九州大学応用力学研究所） 

3A0930 
大気シミュレーションによる PM2.5 の一次/二次粒子の
寄与解析 

○森川多津子・早崎将光・伊藤晃佳・萩野浩之（一般財団法人日本自動車
研究所） 

3A0945 
PM2.5 中の水素イオン高濃度事例におけるイオン成分 
及びガス成分の時間変化 

○吉村有史・柴崎みはる・飯野翔太・高橋克行（日本環境衛生センター）・
坂本和彦（埼玉大学名誉教授） 

3A1000 大気中マイクロプラスチック研究を始めませんか？ 
○大河内 博・吉田昇永・柳谷奏明（早稲田大学）・勝見尚也（石川県立 
大学）・高田秀重（東京農工大学）・榎本孝紀・板谷庸平（柴田科学）・ 
新居田恭弘・梅澤直樹（パーキンエルマージャパン） 

 

座長：大河内 博（早稲田大学） 

3A1015 
ベトナムハノイ周辺 3 地点での高濃度大気汚染時にお
ける PM 中の粒径別化学組成 

○今野創太・黒土優太・関口和彦・三小田憲史（埼玉大学院理工学 
研究科）・Nghiem Trung Dung・Ly Bich Thuy（ハノイ工科大学）・ 
Nguyen Thi Thu Thuy（タイグエン工科大学）・Pham Chau Thuy 
（ベトナム国立農業大学） 

3A1030 
ベトナム、ハノイ周辺地域における粒子状物質の測定 
(1)ハノイ市街地における PM2.5の季節変化 

○関口和彦・山口良介・黒土優太・今野創太・三小田憲史（埼玉大学院 
理工学研究科）・松見 豊（名古屋大学）・熊谷貴美代（群馬県衛生環境 
研究所）藤野 毅（埼玉大学大学院理工学研究科）・吉門 洋（産業技術 
総合研究所）・藤谷雄二（国立環境研究所） 

3A1045 
ベトナム、ハノイ周辺地域における粒子状物質の測定 
(2)炭素、イオン、金属成分の粒径別特徴 

○黒土優太・関口和彦・今野創太（埼玉大学院理工学研究科）・ 
熊谷貴美代（群馬県衛生環境研究所）・三小田憲史（埼玉大学院理工学 
研究科）・松見 豊（名古屋大学）・藤野 毅（埼玉大学大学院理工学 
研究科）・吉門 洋（産業技術総合研究所）・藤谷雄二（国立環境研究所） 

3A1100 
ベトナム、ハノイ周辺地域における粒子状物質の測定 
(3)有機マーカー成分の粒径別特徴 

○熊谷貴美代（群馬県衛生環境研究所）・関口和彦・今野創太・黒土優太・
三小田憲史・藤野 毅（埼玉大学院理工学研究科）・松見 豊（名古屋大学）・
吉門 洋（産業技術総合研究所）・藤谷雄二（国立環境研究所） 

3A1115 
ベトナム、ハノイ周辺地域における粒子状物質の測定 
(3)PAHs を指標とした粒子状物質の水圏への移行 

○三小田憲史・関口和彦・石川冴夏・安藤 巧・黒土優太・今野創太 
（埼玉大学院理工学研究科）・熊谷貴美代（群馬県衛生環境研究所）・ 
藤野 毅（埼玉大学院理工学研究科）・松見 豊（名古屋大学）・吉門 洋
（産業技術総合研究所）・藤谷雄二（国立環境研究所） 

 

D 会場 酸性雨／排出インベントリ 

座長：茶谷 聡（国立環境研究所） 

3D0930 EANET2000-2017 の降水化学の時間的変動 ○原 宏（東京農工大学名誉教授） 

3D0945 マレーシア、タイ、ベトナムの降水化学 ○原 宏（東京農工大学名誉教授） 

3D1000 
硫黄同位体比を用いた日本における越境輸送由来の硫
酸イオン沈着量の評価 

○猪股弥生（金沢大学）・大泉 毅（アジア大気汚染研究センター）・ 
斎藤辰善（新潟県保健環境科学研究所）・ 諸橋将雪（アジア大気汚染研究
センター）・山下尚之（森林総合研究所）・高橋雅昭・佐瀨裕之（アジア 
大気汚染研究センター）・高橋克行（日本環境衛生センター）・兼保直樹
（産業総合研究所）・藤原 誠（島根県保健環境科学研究所）・岩崎 綾 
（沖縄県衛生環境研究所）・中込和徳（長野県環境保全研究所）・城間朝彰
（沖縄県衛生環境研究所）・山口高志（北海道立総合研究機構） 

3D1015 SO2中の硫黄同位体分析手法の開発及び観測 
○高橋雅昭（アジア大気汚染研究センター）・佐々木博行・橋﨑光太郎 
（新潟県保健環境科学研究所）・佐瀨裕之・大泉 毅（アジア大気汚染研究
センター） 

 

座長：猪股 弥生（金沢大学） 

3D1030 
排出量逆推計結果によるアジアを対象とした地域別
NOx 排出インベントリの評価 

○黒川純一（アジア大気汚染研究センター）・弓本桂也（九州大学応用力
学研究所）・板橋秀一（電力中央研究所）・永島達也（国立環境研究所）・
眞木貴史（気象研究所）大原利眞（国立環境研究所） 
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3D1045 
2015 年度版 PM2.5排出インベントリの改良 固定発生源
の排出原単位改定 

○笛木章亘・伊藤慎司（株式会社 NTT データ CCS）・森川多津子（一般財
団法人日本自動車研究所）・新田竜太・佐藤厚（株式会社数理計画）・梅崎
良樹・小島健太（社会システム株式会社） 

3D1100 
未把握 PM 発生源の検討～工業プロセス排出量の重要
性～ 

○茶谷聡（国立環境研究所）・寺川卓志・中村仁明（三菱 UFJ リサーチ&
コンサルティング株式会社） 

3D1115 
地域スケールでの炭素排出量・人工排熱量空間分布の
推計手法の開発 

○原政之・本城慶多（埼玉県環境科学国際センター）・井原智彦（東京大
学） 

 

E 会場 移動発生源 

座長：宮川拓真（海洋研究開発機構） 

3E0900 航空機ナノ粒子の物理・化学特性 (1): 粒子数濃度 
○竹川暢之・三澤健太郎（首都大学東京）・伏見暁洋（国立環境研究所）・
村島淑子・桜井 博（産業技術総合研究所） 

3E0915 
航空機ナノ粒子の物理・化学特性 (2)： 粒径分布測定
器の評価 

○村島淑子・桜井 博（産業技術総合研究所）・藤谷雄二（国立環境 
研究所）・竹川暢之（首都大学東京） 

3E0930 
航空機ナノ粒子の物理・化学特性 (3)： 粒子質量排出
係数 

○三澤健太郎（首都大学東京）・ 藤谷雄二・伏見暁洋（国立環境研究所）・
村島淑子・桜井 博（産業技術総合研究所）・竹川暢之（首都大学東京） 

3E0945 
航空機ナノ粒子の物理・化学特性 (4)： 有機組成と 
起源 

○伏見暁洋（国立環境研究所）・齊藤勝美（イサラ研究所）・藤谷雄二 
（国立環境研究所）・竹川暢之（首都大学東京） 

3E1000 航空機ナノ粒子の物理・化学特徴 (5)： 化学組成 
○齊藤勝美（イサラ研究所）・伏見暁洋・藤谷雄二（国立環境研究所）・ 
竹川暢之（首都大学東京） 

 

F 会場 有害化学物質／その他 

座長：飯島 明宏（高崎経済大学） 

3F0900 
石川県における微小粒子状物質（PM2.5）中の多環芳香族
炭化水素類の濃度と毒性評価について 

○河本公威・初瀬 裕・牧野雅英・加藤真美・太田 聡・柿本 均（石川県
保健環境センター）・唐 寧・早川和一（金沢大学環日本海域環境研究 
センター） 

3F0915 
大気中ニトロ多環芳香族炭化水素類濃度の国内都市圏
における最近の傾向 

○浅川大地（大阪市立環境科学研究センター）・池盛文数（名古屋市環境
科学調査センター） 

3F0930 
NPAH と PAH をマーカーとする NP 法による都市大気 
粒子状物質の発生源解析 

○早川和一（金沢大学環日本海域環境研究センター）・鳥羽 陽（金沢大学
医薬保健研究域薬学系）・唐 寧（金沢大学環日本海域環境研究センター） 

3F0945 

Distribution and health risk of indoor and outdoor 
particulate polycyclic aromatic hydrocarbons and 
nitrated polycyclic aromatic hydrocarbons of 
a school classroom in Beijing, China 

○ Lulu Zhang・Hiroshi Morizaki（Graduate School of Medical 
Sciences, Kanazawa University）・Yongjie Wei・Zhigang Li（State Key 
Laboratory of Environmental Criteria and Risk Assessment, Chinese 
Research Academy of Environment Sciences）・Lu Yang・Quanyu Zhou・
Xuan Zhang・Wanli Xing（Graduate School of Medical Sciences, 
Kanazawa University）・Masayuki Shima（Department of Public Health, 
Hyogo College of Medicine, Nishinomiya ）・ Kazuichi Hayakawa
（Institute of Nature and Environmental Technology, Kanazawa 
University）・Akira Toriba（Institute of Medical, Pharmaceutical and 
Health Sciences, Kanazawa University）・Ning Tang（Institute of 
Nature and Environmental Technology, Kanazawa University/ 
Institute of Medical, Pharmaceutical and Health Sciences, Kanazawa 
University） 

 

座長：浅川 大地（大阪市立環境科学研究センター） 

3F1000 都市部における浮遊粒子状物質(ＳＰＭ)の挙動 
○黃 辰・曹 闖（東京福祉大学大学院）・孫 旭（東海大学大学院）・ 
佐々木純一・神宮直人（グリーンブルー株式会社）・鈴木路子（東京福祉
大学大学院） 

3F1015 大気中陰イオン界面活性物質の動態と起源推定(9) 

○村上周平・大河内 博（早稲田大学）・勝見尚也・皆巳幸也（石川県立 
大学）・小林 拓（山梨大学）・三浦和彦（東京理科大学）・加藤俊吾 
（首都大学東京），竹内政樹（徳島大学）・戸田 敬（熊本大学）・米持真一
（埼玉県環境科学国際センター） 

3F1030 降水中の 129I と 137Cs の変動 
○渡邊 明（気候変動研究所）・二宮和彦・篠原 厚（大阪大学理学研究科）・
Sheng Xu（Scottish Universities） 

3F1045 
福島第一原子力発電所事故後の東北地方南部における
大気中放射性セシウム濃度の長期変動 

○鶴田治雄（リモート・センシング技術センター）・渡邊 明（福島大学）・
長林久夫（日本大学）・篠原 厚・二宮和彦・張 子見（大阪大学）・ 
横山明彦（金沢大学）・檜垣正吾（東京大学）・滝川雅之（海洋研究開発 
機構）・梶野瑞王（気象研究所）・北 和之（茨城大学）・中島映至（宇宙 
航空研究開発機構） 

 



- 54 - 

 

座長：鶴田 治雄（リモート・センシング技術センター） 

3F1100 
”いわゆる光化学スモッグ“の重症被害事件の「光化学
スモッグ主犯説」(硫酸ミスト複合説)は政府により 
作られ東京都により流布されたフェークニュース 

○天谷和夫（元群馬大学） 

3F1115 
二酸化窒素及びオゾンの手動及び自動簡易測定器に 
よる市民参加の大気汚染監視ネットワークによる 
温暖化防止活動 

○天谷和夫（元群馬大学） 

3F1130 各種大気汚染簡易測定法の公定法承認の必要性 ○天谷和夫（元群馬大学） 
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大気環境学会歴代会長・年会長等 

 

回 

開催年 

昭和/平成/

令和 

（西暦） 

名  称 開催地 会  期 年 会 長 ・ 会 長 等 

1 
35 

（1960） 

大気汚染研究全国協議会 

第1回総会 
東京都 

12月 

17，18日 

協議会会長 大気汚染研究全国協議会会長 斉藤 潔 

2 
36 

（1961） 

大気汚染研究全国協議会 

第2回総会 
東京都 

11月 30日 

12月 1日 

協議会会長 研究全国協議会会長 斉藤 潔 

3 
37 

（1962） 

大気汚染研究全国協議会 

第3回総会 
大阪市 

11月 

7，8，9日 

協議会会長 大気汚染研究全国協議会会長 斉藤 潔 

4 
38 

（1963） 

大気汚染研究全国協議会 

第4回総会 
東京都 

11月 

8，9日 

協議会会長 大気汚染研究全国協議会会長 斉藤 潔 

5 
39 

（1964） 

大気汚染研究全国協議会 

第5回総会 
宇部市 

5月 

28，29，30日 

協議会会長 

準備委員長 

大気汚染研究全国協議会会長 

宇部市長 

斉藤 潔 

星出寿雄 

6 
40 

（1965） 

大気汚染研究全国協議会 

第6回総会 
福岡市 

10月 30，31

日 

11月 1日 

協議会会長 

準備委員長 

大気汚染研究全国協議会会長 

福岡県衛生部長 

斉藤 潔 

中川正幸 

7 
41 

（1966） 

大気汚染研究全国協議会 

第7回総会 
札幌市 

11月 30日 

12月 1，2日 

協議会会長 

準備委員長 

大気汚染研究全国協議会会長 

北海道大学教授 

斉藤 潔 

阿部三史 

8 
42 

（1967） 

大気汚染研究全国協議会 

第8回総会 
横浜市 

11月 

28，29，30日 

協議会会長 

準備委員長 

大気汚染研究全国協議会会長 

横浜国立大学教授 

斉藤 潔 

北川徹三 

9 
43 

（1968） 

第9回大気汚染研究 

全国臨時会大会 
神戸市 

11月 

19，20，21日 

大会長 

協議会会長 

準備委員長 

神戸市長 

大気汚染研究全国協議会会長 

神戸市衛生局長 

原口忠次郎 

斉藤 潔 

和田秀雄 

10 
44 

（1969） 

第10回大気汚染研究 

全国協議会大会 
東京都 

10月 

1，2，3日 

大会長 

協議会会長 

準備事務局長 

東京都都知事 

大気汚染研究全国協議会会長 

東京都首都整備局長 

美濃部亮吉 

斉藤 潔 

石井興良 

11 
45 

（1970） 

第11回大気汚染研究 

全国協議会大会 
大阪市 

10月 

6，7，8日 

大会長 

協議会会長 

準備事務局長 

大阪市長 

大気汚染研究全国協議会会長 

大阪市総合計画局長 

中馬 馨 

斉藤 潔 

福山真三朗 

12 
46 

（1971） 

第12回大気汚染研究 

全国協議会大会 
名古屋市 

10月 

27，28，29日 

大会長 

会長（代行） 

運営委員長 

名古屋市長 

大気汚染研究全国協議会会長 

名古屋市立大学教授 

杉戸 清 

鈴木武夫 

六鹿鶴夫 

13 
47 

（1972） 

第13回大気汚染研究 

全国協議会大会 
大分市 

11月  

7，8，9日 

大会長 

協議会会長 

運営委員長 

大分県知事 

大気汚染研究全国協議会会長 

大分県公害局長 

立木 勝 

鈴木武夫 

友田亭史 

14 
48 

（1973） 

第14回大気汚染研究 

全国協議会大会 
福島市 

11月 

6，7，8日 

大会長 

協議会会長 

福島県立医科大学教授 

大気汚染研究全国協議会会長 

辻 義人 

鈴木武夫 

15 
49 

（1974） 

第15回大気汚染研究 

全国協議会大会 
千葉市 

11月 

6，7，8日 

大会長 

協議会会長 

千葉県公害研究所 

大気汚染研究全国協議会会長 

加地 信 

鈴木武夫 
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回 

開催年 

昭和/平成/

令和 

（西暦） 

名  称 開催地 会  期 年 会 長 ・ 会 長 等 

16 
50 

（1975） 

第16回大気汚染研究 

全国協議会大会 
新潟市 

11月 

5，6，7日 

大会長 

協議会会長 

新潟大学教授 

大気汚染研究全国協議会会長 

渡辺厳一 

鈴木武夫 

17 
51 

（1976） 

第17回大気汚染研究 

全国協議会大会 
横浜市 

10月 

5，6，7日 

大会長 

協議会会長 

横浜市立大学医学部長 

大気汚染研究全国協議会会長 

山賀岑朗 

鈴木武夫 

18 
52 

（1977） 

第18回大気汚染研究 

全国協議会大会 
福岡市 

11月 

9，10，11日 

大会長 

協議会会長 

福岡県衛生公害センター所長 

大気汚染研究全国協議会会長 

猿田南海雄 

鈴木武夫 

19 
53 

（1978） 
第19回大気汚染学会 札幌市 

9月 

6，7，8日 

学会長 

会長 

東日本学園大学学長 

大気汚染研究協会会長 

阿部三史 

鈴木武夫 

20 
54 

（1979） 
第20回大気汚染学会 神戸市 

11月 

6，7，8日 

学会長 

会長 

兵庫公害研究所所長 

大気汚染研究協会会長 

渡辺 弘 

鈴木武夫 

21 
55 

（1980） 
第21回大気汚染学会 浦和市 

11月 

5，6，7日 

学会長 

会長 

埼玉大学教授 

大気汚染研究協会会長 

八巻直臣 

鈴木武夫 

22 
56 

（1981） 
第22回大気汚染学会 秋田市 

10月 

7，8，9日 

学会長 

会長 

秋田大学教授 

大気汚染研究協会会長 

滝沢行雄 

鈴木武夫 

23 
57 

（1982） 
第23回大気汚染学会 宮崎市 

11月 

9，10，11日 

学会長 

会長 

宮崎医科大学教授 

大気汚染研究協会会長 

常俊義三 

鈴木武夫 

24 
58 

（1983） 
第24回大気汚染学会 四日市市 

11月 

7，8，9日 

学会長 

会長 

三重大学教授 

大気汚染研究協会会長 

吉田克己 

鈴木武夫 

25 
59 

（1984） 
第25回大気汚染学会 宇部市 

11月 

7，8，9日 

学会長 

会長 

山口大学名誉教授 

大気汚染研究協会会長 

野瀬喜勝 

鈴木武夫 

26 
60 

（1985） 
第26回大気汚染学会 東京都 

11月 

12，13，14日 

学会長 

会長 

東京都環境科学研究所所長 

大気汚染研究協会会長 

北 博正 

鈴木武夫 

27 
61 

（1986） 
第27回大気汚染学会 京都市 

11月 

16，17，18日 

学会長 

会長 

京都大学教授 

大気汚染研究協会会長 

山本剛夫 

鈴木武夫 

28 
62 

（1987） 
第28回大気汚染学会 東京都 

11月 

26，27，28日 

学会長 

会長 

大気汚染研究協会関東支部長 

大気汚染研究協会会長 

八巻直臣 

鈴木武夫 

29 
63 

（1988） 
第29回大気汚染学会 仙台市 

11月 

9，10，11日 

学会長 

会長 

東北大学教授 

大気汚染研究協会会長 

池田正之 

八巻直臣 

30 
平成元年 

（1989） 
第30回大気汚染学会 川崎市 

11月 

9，10，11日 

学会長 

会長 

国立公衆衛生院次長 

大気汚染研究協会会長 

横山榮二 

八巻直臣 

31 
2 

（1990） 
第31回大気汚染学会 金沢市 

10月 31日 

11月1，2日 

学会長 

会長 

金沢大学医学部部長 

大気汚染研究協会会長 

岡田 晃 

八巻直臣 

32 
3 

（1991） 
第32回大気汚染学会 北九州市 

10月 31日 

11月1，2日 

学会長 

会長 

産業医科大学教授 

大気汚染研究協会会長 

児玉 泰 

八巻直臣 

33 
4 

（1992） 
第33回大気汚染学会 大阪市 

12月 

1，2，3日 

学会長 

 

会長 

（財）日本気象協会参与 

環境科学センター所長 

大気汚染研究協会会長 

中野道雄 

 

八巻直臣 

34 
5 

（1993） 
第34回大気汚染学会 千葉市 

12月 

13，14，15日 

学会長 

会長 

千葉大学長 

大気汚染研究協会会長 

吉田 亮 

八巻直臣 

35 
6 

（1994） 
第35回大気汚染学会 盛岡市 

11月 

16，17，18日 

学会長 

会長 

岩手医科大学教授 

大気汚染研究協会会長 

角田文男 

横山榮二 
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回 

開催年 

昭和/平成/

令和 

（西暦） 

名  称 開催地 会  期 年 会 長 ・ 会 長 等 

36 
7 

（1995） 
第36回大気環境学会年会 東京都 

11月 

3，4，5日 

年会長 

会長 

東京女子医科大学教授 

大気環境学会会長 

香川 順 

横山榮二 

37 
8 

（1996） 
第37回大気環境学会年会 堺市 

9月 

24，25，26日 

年会長 

会長 

大阪府立大学名誉教授 

大気環境学会会長 

矢吹萬壽 

横山榮二 

38 
9 

（1997） 
第38回大気環境学会年会 つくば市 

9月 

23，24，25日 

年会長 

会長 

筑波大学教授 

大気環境学会会長 

村上正孝 

横山榮二 

39 
10 

（1998） 
第39回大気環境学会年会 札幌市 

9月 

24，25，26日 

年会長 

会長 

北海道大学教授 

大気環境学会会長 

太田幸雄 

横山榮二 

40 
11 

（1999） 
第40回大気環境学会年会 津市 

9月 

28，29，30日 

年会長 

会長 

三重大学教授 

大気環境学会会長 

山内 徹 

横山榮二 

41 
12 

（2000） 
第41回大気環境学会年会 浦和市 

9月 

26，27，28日 

年会長 

会長 

埼玉大学教授 

大気環境学会会長 

坂本和彦 

秋元 肇 

42 
13 

（2001） 
第42回大気環境学会年会 北九州市 

10月 

6，7，8日 

年会長 

会長 

産業医科大学教授 

大気環境学会会長 

嵐谷奎一 

秋元 肇 

43 
14 

（2002） 
第43回大気環境学会年会 府中市 

9月 

11，12，13日 

年会長 

会長 

東京農工大学教授 

大気環境学会会長 

青木正敏 

秋元 肇 

44 
15 

（2003） 
第44回大気環境学会年会 京都市 

9月 

24，25，26日 

年会長 

会長 

京都大学教授 

大気環境学会会長 

笠原三紀夫 

秋元 肇 

45 
16 

（2004） 
第45回大気環境学会年会 秋田市 

10月 

20，21，22日 

年会長 

会長 

秋田大学教授 

大気環境学会会長 

小川信明 

秋元 肇 

46 
17 

（2005） 
第46回大気環境学会年会 名古屋市 

9月 

7，8，9日 

年会長 

会長 

豊橋技術科学大学教授 

大気環境学会会長 

北田敏廣 

笠原三紀夫 

47 
18 

（2006） 
第47回大気環境学会年会 東京都 

9月 

20，21，22日 

年会長 

会長 

東京大学教授 

大気環境学会会長 

柳澤幸雄 

笠原三紀夫 

48 
19 

（2007） 
第48回大気環境学会年会 岡山市 

9月 

5，6，7日 

年会長 

会長 

岡山理科大学教授 

大気環境学会会長 

野上祐作 

笠原三紀夫 

49 
20 

（2008） 
第49回大気環境学会年会 金沢市 

9月 

17，18，19日 

年会長 

会長 

金沢大学教授 

大気環境学会会長 

早川和一 

笠原三紀夫 

50 
21 

（2009） 
第50回大気環境学会年会 横浜市 

9月 

16，17，18日 

年会長 

会長 

慶應義塾大学教授 

大気環境学会会長 

田中 茂 

坂本和彦 

51 
22 

（2010） 
第51回大気環境学会年会 豊中市 

9月 

8，9，10日 

年会長 

会長 

大阪大学准教授 

大気環境学会会長 

近藤 明 

坂本和彦 

52 
23 

（2011） 
第52回大気環境学会年会 長崎市 

9月 

14，15，16日 

年会長 

会長 

長崎大学教授 

大気環境学会会長 

武政 剛弘 

坂本和彦 

53 
24 

（2012） 
第53回大気環境学会年会 横浜市 

9月 

12，13，14日 

年会長 

会長 

神奈川大学教授 

大気環境学会会長 

井川 学 

坂本和彦 

54 
25 

（2013） 
第54回大気環境学会年会 新潟市 

9月 

18，19，20日 

年会長 

 

会長 

(一財)日本環境衛生センター 

アジア大気汚染研究センター所長 

大気環境学会会長 

秋元 肇 

 

若松伸司 

55 
26 

（2014） 
第55回大気環境学会年会 松山市 

9月 

17，18，19日 

年会長 

会長 

愛媛大学教授 

大気環境学会会長 

若松伸司 

若松伸司 
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回 

開催年 

昭和/平成/

令和 

（西暦） 

名  称 開催地 会  期 年 会 長 ・ 会 長 等 

56 
27 

(2015) 
第56回大気環境学会年会 東京都 

9月 

15，16，17日 

年会長 

会長 

早稲田大学教授 

大気環境学会会長 

名古屋俊士 

若松伸司 

57 
28 

（2016） 
第57回大気環境学会年会 札幌市 

9月 

7，8，9日 

年会長 

会長 

北海道大学准教授 

大気環境学会会長 

村尾直人 

若松伸司 

58 
29 

（2017） 
第58回大気環境学会年会 神戸市 

9月 

6，7，8日 

年会長 

会長 

兵庫医科大学教授 

大気環境学会会長 

島 正之 

大原利眞 

59 
30 

（2018） 
第59回大気環境学会年会 春日市 

9月 

12，13，14日 

年会長 

会長 

九州大学主幹教授 

大気環境学会会長 

鵜野伊津志 

大原利眞 

60 
令和元年 

（2019） 
第60回大気環境学会年会 府中市 

9月 

18，19，20日 

年会長 

会長 

東京農工大学教授 

大気環境学会会長 

伊豆田 猛 

大原利眞 
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第 60 回大気環境学会年会役員名簿 

学会長  大原利眞 国立環境研究所 

年会長  伊豆田 猛 東京農工大学 

実行委員長  松田和秀 東京農工大学 

事務局長  中井里史 横浜国立大学 

    

特別集会・シンポジウム委員 〇 米持真一 埼玉県環境科学国際センター 

  松本 淳 早稲田大学 

  田中伸幸 電力中央研究所 

  宇田川 智 東京ダイレック 

  小松宏昭 神奈川県環境科学センター 

  三輪 誠 埼玉県環境科学国際センター 

    

プログラム委員 〇 奥田知明 慶應義塾大学 

  飯島明宏 高崎経済大学 

  萩野浩之 自動車研究所 

  玉置雅紀 国立環境研究所 

  板橋秀一 電力中央研究所 

  峰島知芳 国際基督教大学 

    

機器展示・技術セミナー委員 〇 高橋克行 日本環境衛生センター 

  伴 聡美 日本環境衛生センター 

  高橋 章 電力中央研究所 

  賢持省吾 東亜ディーケーケー 

  井上浩三 東京ダイレック 

  仁司 明 紀本電子工業 

    

国際交流委員 〇 櫻井達也 明星大学 

    

会場運営・懇親会委員 〇 渡辺 誠 東京農工大学 

  米倉哲志 埼玉県環境科学国際センター 

  島田幸治郎 早稲田大学 

  黄瀬佳之 山梨大学 

    

会計・広報委員 〇 中嶋吉弘 東京農工大学 

  加藤俊吾 首都大学東京 

 

〇：各委員会責任者 
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年会会期中（9月 18 日～20 日）、2号館 1階展示スペースと多目的教室および 2 階 22 教室
にて環境機器展を開催します。 

また、1日目・2日目の昼には第 2講義棟 11 教室（D会場）及び第 2講義棟 22 教室（G会
場）で技術セミナーを開催します。技術セミナー会場では各日先着 80 名にお弁当と飲料を用
意しております。 

機器展会場には東京農工大学で製造している乳酸飲料等を用いた無料ドリンクコーナーや
東京農工大学で製造したアイスクリーム等を景品にしたスタンプラリーも準備しております。
ぜひお立ち寄り下さい。 
 

＜普通展示＞ 

1. 光明理化学工業 株式会社 

2. 株式会社 ガステック 

3. 株式会社 アントンパール・ジャパン 

4. ブロンコスト・ジャパン 株式会社 

5. 柴田科学 株式会社 

6. シグマ アルドリッチ ジャパン 合同会社 

7. 英弘精機 株式会社 

8. 日本特殊陶業 株式会社 

9. ＡＮＥＯＳ 株式会社 

10. 東京ダイレック 株式会社 

11. 独立行政法人 環境再生保全機構 

12. 日本カノマックス 株式会社 

13. 株式会社 ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング 

14. 東亜ディーケーケー 株式会社 

15. 株式会社 堀場製作所 

16. 株式会社 司測研 

17. 紀本電子工業 株式会社 

18. 株式会社 環境管理センター 

19. 株式会社 アイデック 

20. ヴァイサラ 株式会社 

 

環境機器展 展示企業・団体一覧 
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21. トランステック 株式会社 

22. 日本気象 株式会社 

23. ムラタ計測器サービス 株式会社 

24. 日本サーモ 株式会社 

25. 富士電機 株式会社 

26. グリーンブルー 株式会社 

27. 三洋貿易 株式会社 

（受付順）  

 

＜技術セミナー＞ 

9 月 18 日（水） 
技術セミナー１ 技術セミナー２ 

第 2 講義棟 11 教室（D 会場） 第 2 講義棟 22 教室（G 会場） 

12：00～12：15 日本気象 株式会社 東京ダイレック 株式会社 

12：15～12：30 株式会社 アントンパール・ジャパン ブロンコスト・ジャパン 株式会社 

12：30～12：45 柴田科学 株式会社 ＡＮＥＯＳ 株式会社 

12：45～13：00 日本カノマックス 株式会社 一般財団法人 大気環境総合センター 

9 月 19 日（木） 

技術セミナー３ 技術セミナー４ 

第 2 講義棟 11 教室（D 会場） 第 2 講義棟 22 教室（G 会場） 

11：30～11：45 株式会社 ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ﾃｨｯｼｭ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 独立行政法人 環境再生保全機構 

11：45～12：00 ヴァイサラ 株式会社 株式会社 司測研 

12：00～12：15 ムラタ計測器サービス 株式会社 株式会社 アイデック 

 

＜カタログ展示＞ 

1. 株式会社 岡野製作所 

2. ジーエルサイエンス 株式会社 

3. 日本電子 株式会社 

4. 一般財団法人 日本環境衛生センター 

5. 株式会社 パレオ・ラボ 

6. 一般財団法人 大気環境総合センター 

7. クリマテック 株式会社 

8. 西川計測 株式会社 

9. 高千穂化学工業 株式会社 

（受付順）  
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1. 株式会社 ガステック 

2. 柴田科学 株式会社 

3. 英弘精機 株式会社 

4. 株式会社 数理計画  

5. 東京ダイレック 株式会社 

6. 株式会社 パレオ・ラボ 

7. 日本カノマックス 株式会社 

8. 東亜ディーケーケー 株式会社 

9. 京都電子工業 株式会社 

10. 株式会社 堀場製作所 

11. 紀本電子工業 株式会社 

12. 株式会社 アイデック 

13. 日本エヌ・ユー・エス 株式会社 

14. 株式会社 ジェイ・サイエンス・ラボ 

15. 三洋貿易 株式会社 

（受付順）  

 

本年会の開催にあたり、上記の皆様より御協力を賜りました。 

ここに深甚なる感謝の意を表します。 

第 60 回大気環境学会年会 

年会長 伊豆田 猛 

 
 
 
 

広告掲載企業・団体一覧 


